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ま  え  が  き

この技術参考資料は、ＩＮＳネット６４のメタリック加入者線とこれに接続される通信機器との

インタフェースについて説明したもので、通信機器を設計する際の参考となる技術的情報を提供す

るものです。東日本電信電話株式会社は、この資料の内容によって通信の品質を保証するものでは

ありません。 

端末設備が具備すべき条件は、総合ディジタル通信サービスにおける端末等の接続の技術的条件

に関する規則で定められていますが、本資料はその内容の一部を含んでいます。 

ＩＮＳネットでは、２つの６４kbit/sの情報チャネルと１つの１６kbit/sの信号チャネルを利用

できる「ＩＮＳネット６４」（基本インタフェース）サービスと、２３の６４kbit/sの情報チャネ

ルと１つの６４kbit/sの信号チャネルを利用できる

「ＩＮＳネット１５００」（一次群速度インタフェース）サービスを提供しており、共に回線交換

サービスとパケット交換サービスが利用可能です。

なお、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース、及び伝送路インタフェースに関する記述にあたって

は、情報通信技術委員会（ＴＴＣ）の御理解を得て、関連するＴＴＣ標準の内容を引用または参照

しています。また必要に応じてＩＴＵ－Ｔ勧告の内容を引用または参照しています。 

最後に、本資料で記載されている以下の文言については、下記表の通り読み替えをお願いします。 

表１ 読み替えリスト 

資料内の文言 読み替え 

交換機 
メタル収容装置

ISDN交換機 

電話網 

音声利用IP通信網 
既存網 

既存電話網 

アナログ電話網
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１. 本資料の位置づけ 

 
 

１.１ 本資料の構成 

本資料は、ＩＮＳネット６４（基本インタフェース）サービスを提供するメタリック加入者線伝送方式の

レイヤ１仕様（伝送路インタフェースの電気物理条件）について述べています。 

なお、レイヤ２以上の規定については、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの規定と同一であり、「ＩＮ 

Ｓネットサービスのインタフェース」第２分冊、第３分冊および第４分冊に述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本資料の用語としては、ＴＴＣ標準に使用されている用語を使用して 

います。 
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２ .  概  要  

 
 

２.１ 加入者線伝送方式の概要 

本仕様は、ＩＳＤＮ基本アクセスのためのディジタルセクションの要素となるＮＴ１の網側のディジタル

伝送システムのレイヤ１特性とパラメータを取り扱うものです。 

本システムは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１に定義された２つのＢチャネルと１つのＤチャネルの 

－全２重 

－ビット列に依存しない 

伝送と、運用保守に関するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に定義される追加機能を有しています。 

図２.１は、ディジタルセクションに関するディジタル伝送システムの範囲を示しています。 

 

 
 

ディジタルセクションの概念は、網が必要とする機能的、手順的表現と定義を提供するために使用されま

す。参照点ＴとＶ１は一致しないこと、そしてその結果ディジタルセクションは対称的でないということに注

意しなければなりません。 

ディジタル伝送システムの概念は、ディジタルセクションのサポートのために、特定の媒体を使用する装

置の特性を記述するために用いられます。 

また伝送路インタフェース点（ＬＩ点）の物理的位置は、ＮＴ１（ＤＳＵ）と配線ケーブルを接続するジ

ャック、又はねじ止めの部分です。 

尚、本仕様ではＤＳＵ及びＬＴにタイプＡ、タイプＢの２種類を定義し、その呼称を以下の通りとします。ただ

し、本仕様で単にＤＳＵ、ＬＴと記述している部分はタイプＡ、タイプＢ双方を指します。 
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ＤＳＵ（タイプＡ） 

 
 

表１０．４に従うＤＳＵであり、ローカルライン上のＤＣ給電電力を利用し動作するＤＳＵです。

ＳＩＧ３受信時、ＳＩＧ２ａを送信します。 

 
ＤＳＵ（タイプＢ） 

 
 

表１０．６、表１０．６Ａ、表１０．６Ｂに従うＤＳＵであり、ローカルライン上のＤＣ給電電力

を利用せず商用電源または蓄電池を利用するＤＳＵです。ＳＩＧ３受信時、ＳＩＧ２ａ、ＳＩＧ２ｂ 

のいずれかを送信します。 

 
ＬＴ（タイプＡ） 

 
 

表１０．５のＬＴ（タイプＡ）の欄の動作に従うＬＴです。ＦＥ１を受信していない状態でＳＩＧ２ 

ｂ受信したときＳＩＧ１送信します。 

 
ＬＴ（タイプＢ） 

 
 

表１０．５のＬＴ（タイプＢ）の欄の動作に従うＬＴです。ＳＩＧ３送信中にＦＥ１を受信していな

い状態でＳＩＧ２ｂ受信してもＳＩＧ３送信を継続します。 
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２.２ 端末設備と電気通信回線設備の分界点 

端末設備とＮＴＴ東日本の電気通信回線設備の分界点は、配線盤または保安器と端末設備の最初の接続点

です。分界点を図２.２に示します。 

なお、ＤＳＵは、ＮＴ１の機能を実現する装置とします。 
 

 
なお、ＮＴＴ東日本が配線設備までを提供する場合やＤＳＵまで提供する場合等により、施工・保守上の 

責任範囲は図２．３のようになります。ローゼットのジャックの形状は、付図１３（昭和６０年郵政省告示 

第３９９号）に示すとおりです。（ねじ止め用ローゼットも提供可能） 
 

 
(1)：ＮＴＴ東日本が保安器または配線盤までを提供する場合

(2)：ＮＴＴ東日本が配線設備までを提供する場合  

(3)：ＮＴＴ東日本がＤＳＵまでを提供する場合 

 

図２．３ 施工・保安上の責任範囲 

 
２.３ ＬＩ規定点における要求条件 

ＬＩ規定点においては、仕様に関する下記の要求を考慮に入れなければなりません。 

－オープンワイヤを除いて、既存の２線無装荷ラインに適用すること 

－ＥＭＩ関連の種々の国内規定を考慮すること 

－基本アクセスを経由して網からの給電を提供しなければなりません 
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－保守機能をサポートする能力を具備しなければなりません 

 

２ .４  略  語  

本仕様では、いくつかの略語が使用されています。それらのうちいくつかは、ＩＳＤＮ参照構成において

共通的に使用されています。他は本仕様で独自に用いられているものです。略語の説明を以下に示します。 

 

 
 

ＢＥＲ ビットエラー率 

ＢＴ ブリッジタップ 

ＣＬ 回線システムの制御チャネル 

ＥＭＩ 電磁波妨害 

ＤＬＬ ディジタルローカルライン 

ＤＴＳ ディジタル伝送システム 

ＮＥＸＴ 近端漏話 

ＰＳＬ 電力和損失 

ＴＣＭ 時分割方向制御 

ＵＩ 単位間隔 
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３ .  機  能  

 
 

図３．１は、ディジタル伝送システムの機能を示します。 

 

 

 

図３．１ ディジタル伝送システムの機能 

 
 

３.１ Ｂチャネル 

本機能は、各伝送方向に対し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された、Ｂチャネルとして使用する２つ

の独立した６４kbit/sチャネルを提供します。 

 
３.２ Ｄチャネル 

本機能は、各伝送方向に対し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された、Ｄチャネルとして使用する１つ

の１６kbit/sチャネルを提供します。 

 
３.３ ビットタイミング 

本機能は、受信装置がビットストリーム集合から情報を再生可能となるようにビット（信号要素）タイミ

ングを提供します。ＤＳＵからＬＴ方向へのビットタイミングはＤＳＵがＬＴから受信したクロックから得 

られます。 
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３.４ オクテットタイミング 

本機能は、Ｂチャネルの８kHz オクテットタイミングを提供します。これはフレーム同期から得られます。 

 
 

３.５ フレーム同期 

本機能は、ＤＳＵとＬＴにおいて、時分割多重されたチャネルの再生を可能とします。 

 
 

３.６ ＬＴまたはＤＳＵからの起動 

本機能は、ＬＴとＤＳＵ間のディジタル伝送システム（ＤＴＳ）を通常の動作状態へ起動させます。本機

能を実行するために必要な手順は、本仕様の６章で記述されます。 

 
注 ＤＳＵの運用保守と起動／停止手順に要求される機能は、２Ｂ＋Ｄチャネルと同時に伝送される付加

チャネルを用いて伝送されます。この付加チャネルはＣＬチャネルと名付けられます。 

 
３ .７  停  止  

本機能は、低消費電力モードにすること、あるいは他システムへのシステム間漏話を減少させることを、

ＤＳＵに対して可能とするために記述されています。手順と情報の交換は、本仕様の６章で記述されています。

停止は交換機（ＥＴ）によってのみ実行されます。３.６節の注参照。 

 
３ .８  給  電  

この付加機能は、ＤＳＵへの遠隔給電に対し規定します。 

 
 

注 ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに対する給電電力についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で規定さ

れています。 

 
３.９ 運用・保守 

この機能は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３で記述された推奨される動作及び情報を提供します。

下記に機能分類を示します。 

－保守コマンド（例えば、ＤＳＵのループバック制御） 

－保守情報（例えば、回線エラー） 

３.６節の注参照 
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４. システム性能 

 
 

４.１ 要求性能 

ディジタル伝送システムは、次節で定義される性能に関する試験をパスすることが要求されます。 

 
 

４.２ 性能測定 

個々のディジタル伝送システムの性能測定には、以下の準備が必要です。 

a) 加入者線網の物理的、電気的特性を表わすＤＬＬ条件の定義 

b) 性能試験の仕様 

 
 

４.２.１ ＤＬＬ物理条件 

ＩＳＤＮ基本アクセスを提供するディジタル伝送システムの性能を試験するためのＤＬＬ物理条件を表４．

１に示します。参考のためＮＴＴ東日本のＤＬＬとして主に使用されているケーブルの線路定数を付表 １に、

またこれらの定数を有するケーブルの動作減衰量を付図１～９に示します。 

さらに、ＤＬＬではＤＳＵとの接続に、両端にプラグの付いた接続コードを使用することができます。こ 

の場合、伝送損失の条件は両端にプラグの付いた接続コードを含みます。付図１２にプラグの形状、付図１ 

３にジャックの形状を示します。 

 

 

 
 

表４．１ ＤＬＬ物理条件 
 

項 目 条 件 記 事 

ｹｰﾌﾞﾙ種別 心線径 付表１、付図１２、 

絶縁物（紙，ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ) 付図１３ 参照 

伝送損失 0～50dB 周波数160kHzにおける値 

直流ﾙｰﾌﾟ 抵抗 0～810 Ω 
 

ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀｯﾌﾟ(BT) 300m 2本 直径0.5mm 又は0.65mm 
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４.２.２ 性能試験 

 
 

４.２.２.１ ダイナミックレンジ 

ダイナミックレンジの性能は、広範囲にわたりレベルが多様に変化する受信信号で動作する個々のディジ 

タル伝送システムの能力を示すものです。ＤＬＬの損失を０～５０dBの範囲とした時、伝送システムのリン 

ク確立ができることが要求されます。なお、リンク確立の確認は、ＤＳＵがＬＴからＳＩＧ６(10.10節参照） 

を受信し、かつＤＳＵと網との間で信号チャネルに擬似ランダムパターンを通して符号誤りを生じないこと 

により行います。 

 
４.２.２.２ ＢＴエコーに対する耐力 

ＤＬＬの損失を１６０kHz において、４２dBとし、直径０．５ｍｍまたは０.６５ｍｍ・３００mのＢＴ２ 

本あるいはこれと同等の特性を有するものを接続したとき、伝送システムのリンク確立ができることが要求 

されます。 

 
４.２.２.３ 正弦波漏話余裕度 

ＤＳＵは正弦波漏話余裕度（Ｓ／Ｘ）を２０dBとした場合、Ｂチャネル（Ｂ１  またはＢ２  チャネル）にお

いて符号誤り率が２．６×１０
－７

以下であることが必要です。付図１０に正弦波漏話余裕度測定系の例を示 

します。 
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５. 伝送方式 

 
 

伝送システムは２線式メタリック加入者伝送路での双方向伝送手段を備えます。双方向伝送は、時分割方

向制御（ＴＣＭ）を用いて行います。 

図５．１に示されるＴＣＭ方式すなわち、“バーストモード”方式では、ＤＬＬ上での伝送は時間的に分 

割されます。ビットのブロック（バースト）は各々の方向へ交互に送出されます。バーストは、ＴＣＭ送受 

信終端装置の入力および出力でのビットストリームが速度Ｒで連続となるように、各々の送受信終端装置に 

あるバッファを経由します。伝送路上でのビットレートは、伝送遅延と送信／受信の転換（図５．１のＳｎ 

とＳｅの切替）のために必要なバーストとバーストの間の空時間を設けるために、２Ｒより大きいことが要 

求されます。 
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６. 起動／停止 

ディジタル伝送システムで用いられる起動・停止手順および信号は、本仕様の１０章に記述されます。 
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７. 運用と保守 

 
 

７.１ 運用と保守機能 

ＩＳＤＮ基本速度アクセスにメタリック加入者伝送路を用いるディジタル伝送システムでの運用と保守の

機能は、ＣＬチャネルを用いて提供されます。 

 
７.２ ＣＬチャネル 

このチャネルはＬＴとＤＳＵ間の両方向にディジタル伝送システムによって伝達されます。ディジタル伝送

システムやディジタルセクションの運用、保守および起動／停止に関する情報を転送するために用いられ、本仕

様の１０.１０節で詳述されます。 

 
７.３ ＤＳＵにおける折り返し試験 

ＤＳＵは回線故障時等において利用者の利便とともに効率的な保守をおこなうため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ 

４３０に定義される折り返し機能を具備しなければなりません（注１）。付図１１に折り返し試験の概要を 

示します。折り返し試験のための制御の詳細は本仕様の１０章で述べられます（注２）。折り返し試験はＴ 

Ｅの接続／非接続、ＴＥの種別、試験時のＢ１,B２, Ｄチャネルの信号内容にかかわらず実施できることが望ま

れます。また、ローカル給電を受ける機能を有するＤＳＵについては、商用電源停止時においても折り返し試

験機能が実施できることが望まれます。 

 
注１） ループバックＣ機能はこの限りではありません。 

注２）   網からのループバックＣ折り返し試験の制御は提供時期未定です。 

 

 

 
７.４ 加入者線路媒体試験 

回線故障時等において利用者の利便とともに効率的な保守をおこなうため、加入者線路媒体試験をおこな

う場合があります。この時直流１５．３Ｖ以下のノーマル極性（８．２節参照）の電圧がＤＳＵの加入者線端

子間に印加されます。このような状態において、ＤＳＵを見込んだ抵抗は１ＭΩ以上、容量は１０±０２μＦ

でなければなりません。この条件は、ローカル給電を受ける機能を有するＤＳＵにおいても常に満足すること

が望まれます。 
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８.給 電 

 
 

８ .１  概  要  

本節はＤＳＵへの給電および、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従ったＩＳＤＮユーザ・網インタフェースへ

の電力の供給について取り扱うものです。 

起動／停止手順が適用されるとき、ＤＳＵおよびＬＴでのパワーダウンモードが定義されます。    

ＤＳＵへの電力供給は、網からの遠隔給電を使用します。この場合においてもＤＳＵは、ＴＴＣ標準ＪＴ 

－Ｉ４３０に従いＩＳＤＮユーザ・網インタフェースへの電力を供給しなければなりません。 

 
 

８.２ 給電方式 

２つの給電方式が可能であり、図８．１に示します。 

 
 

 

ａ直列給電方式 ｂ並列給電方式 

 
図８．１ 給電および受電方式 

 
 

給電極性には、ノーマル極性及びリバース極性の両方があります。ノーマル極性は加入者線のＬ１線がＬ 

２線に対して正電位となる極性であり、リバース極性はその逆極性です。ＤＳＵはリバース極性時に起動し、 

ノーマル極性の時に停止します。起動／停止の詳細規定は第１０章に述べられています。 

リバース極性時は３９mA（±１０％）の定電流給電が行なわれます。 

 
 

（１）ＤＳＵ（タイプＡ）の電力要求条件 

（ａ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

ＤＳＵ（タイプＡ）はリバース極性の３５．１mA（３９mA―１０％）の電流を受電した場合、

ＤＳＵ（タイプＡ）の加入者接続端子間の入力電圧は２８．５Ｖ以下でなければなりません。こ

の場合でもＤＳＵ（タイプＡ）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従い、ユーザ・網インタフェース

への電力を供給しなければなりません。 
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（２）ＤＳＵ（タイプＢ）の電力要求条件 

（ａ－１）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

（ＳＩＧ３ 受信、ＳＩＧ２ｂ送信中） 

ＤＳＵ（タイプＢ）は、リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）を接続していない状態で

す。受電電流はリバース極性にて６mA以下でなければなりません。ＤＳＵ（タイプＢ）での

入力電圧は加入者線路抵抗に依存して異なります。 

 
（ａ－２）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に規定されたユーザ・網インタフェースを含む起動状態 

（ＳＩＧ３受信、ＳＩＧ２ａ送信中） 

ＤＳＵ（タイプＢ）は、リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）を接続している状態です。

ＤＳＵ（タイプＢ）はリバース極性の３５．１mA（３９mA－１０％）の電流を受電した場合、

ＤＳＵ（タイプＢ）の加入者線接続端子間の入力電圧は１０Ｖ～１４Ｖでなければなりませ

ん。 

 
（ｂ） 停電状態 

本状態では（１）（ａ）に従います。 

 
 

ノーマル極性時はＬＴ側から定電圧給電が行われます。ＬＴ出力における線間電圧は６０Ｖ（＋５％、 

－１０％）です。 

 
 

（１）ＤＳＵ（タイプＡ）の電力要求条件 

（ａ）停止状態 

受電電流はノーマル極性にて１８mA以下でなければなりません。ＤＳＵ（タイプＡ）で

の入力電圧は加入者線路抵抗に依存して異なります。この場合もＤＳＵ（タイプＡ）はＴ 

ＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従い、ユーザ・網インタフェースへの電力を供給しなければな

りません。 

 
（２）ＤＳＵ（タイプＢ）の電力要求条件 

（ａ）停止状態 

受電電流はノーマル極性にて６mA以下でなければなりません。ＤＳＵ（タイプＢ）での 

入力電圧は加入者線路抵抗に依存して異なります。ただし、ＩＮＦＯ１受信によりＳＩＧ 

２ａを送信している場合は、線路抵抗１５００Ωの時、受電電流はノーマル極性にて２８． ５

mA以上でなければなりません。本条件を満足するために、ＤＳＵ内発信ＳＷ（スイッチ） の

抵抗値として２５０Ωを推奨します。 

 
（ｂ）停電状態 

本状態では（１）（ａ）に従います。 
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８.３ 突入電流耐力 

ＬＴ側からＤＳＵへの突入電流耐力規定を図８．２に示します。図８．２に示された領域の突入電流を受

けた場合においても、ＤＳＵは正常動作しなければなりません。 

 
 

 

 
 

突入電流保護がかかるまでの時間〔ms] 

 

注： 環境温度２５℃における値を示す。 

 

 

 
図８．２ 突入電流耐力 
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９.環境条件 

 
 

９.１ 温度・湿度条件 

ＤＳＵの使用環境条件を表９．１に示します。 

 
 

表９．１ ＤＳＵの使用環境条件 
 

 

項目 

 

ＤＳＵの設置環境条件 

 

温度 

 

5～35℃ 

 

相対湿度 

 

45～85％ 

 

 

 
９.２ 保護 

通信システムにおいては他システムを妨害しないことと他システムから影響を受けないことが重要となり

ます。 

 

９.２.１ 絶縁 

伝送路インタフェースと参照点Ｔとの間の絶縁特性は、図９．１に示す測定系において、電流Ｊの絶対値

により規定され、その値は１５μＡ以下とします。 

 

９.２.２ 電磁的適合性 

ＤＳＵに対する放射妨害電磁波電界強度許容値および電源線端子妨害波電圧許容値についてはＶＣＣＩ 

（情報処理装置等電波障害自主規制協議会）規制対象の第２種情報装置に対する規格を満足することを目標と

します。 
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注 ） 直 流 電 源 の 電 圧 は １ ５ Ｖ と し 、 端 子 ｂ に 対 し て 端 子 ａ を 正 極 性 に

した場合と、その逆極性の場合の両方について測定を行う。 

 

図９．１   伝送路インタフェースと参照点Ｔとの間の絶縁特性の測定系 
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１０. 電気的特性 

 

 

１０.１ 伝送路符号 

伝送の両方向に対して伝送路符号はＡＭＩです。また、符号配列は、２進「０」が伝送路信号のない状態とし 

て表され、一方２進「１」は、交互に正の、あるいは負のパルスによって表されるようになっています。 

 

１０.２ 符号速度 

符号速度は伝送路符号、情報ストリームのビットレートおよびフレーム構成により決定されます。符号速度は

320kbit/ｓです。 

 

１０.２.１ クロックに対する要求 
 

 

１０.２.１.１ ＤＳＵのフリーランクロック精度 

ＤＳＵのフリーランクロック精度は±５０ppm です。 
 

 

１０.２.１.２ ＤＳＵのクロック許容偏差 

ＤＳＵはＬＴから±１０ppm のクロック精度を受け入れるとします。 
 

 

１０.３ フレーム構成 

フレーム構成は、１つのフレームワード、Ｎ個の（２Ｂ＋Ｄ）および１つのＣＬチャネルとパリティビットを

含んでおり以下に示す通りです。 

 
 

２５ msec 

１．１７８ msec  

フレームワード ＣＬチャネル Ｎ個の（２Ｂ＋Ｄ） Ｐ 空 

 

Ｐ＝パリティビット：Ｐビットは１つのフレームにおける２進「１」の数が偶数個となるように用いられます。従っ

て、それは１つのフレームにおける２進「１」の数が奇数か偶数かによってそれぞれ２進

「１」か「０」にセットされます。 

 

１０.３.１ フレーム長 

１フレーム中の（２Ｂ＋Ｄ）の数Ｎは２０です。 
 

 

１０.３.２ ＬＴ－ＤＳＵ方向のビット割当て 

図１０.１にビット割当てを示します。 
 

 

１０.３.３ ＤＳＵ－ＬＴ方向のビット割当て 

図１０.１にビット割当てを示します。 
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１０.４ フレームワード 

フレームワードは２Ｂ＋Ｄ＋ＣＬチャネルビット位置を認識するために用いられます。 
 

 

１０.４.１ ＬＴ－ＤＳＵ方向のフレームワード 

フレームワードのための符号は、"100000M0"です。Ｍはフレームごとに交互に“１”／“０”の値をとります。 
 

 

１０.４.２ ＤＳＵ－ＬＴ方向のフレームワード 

フレームワードのための符号は、"1000000M"です。Ｍはフレームごとに交互に“１”／“０”の値をとります。 
 

 

１０.５ フレーム同期手順 

フレーム同期手順は次のように定義されます（注１）。図１０．２を参照して下さい。

a)フレーム同期状態 

フレーム同期外れ状態において、３回連続してフレームワードがフレームの同じ位置にあったならば、 

フレーム同期状態と見なされます。 

b)フレーム同期外れ状態 

フレーム同期状態において、１２個（注２）のフレームにおけるフレームワードが期待される位置に確

認される前に６つのフレームに対するフレームワードが期待されるフレーム位置になければ、フレーム同期外

れ状態と見なされます。 

注１  a)の規定は後方保護３段、b)の規定は前方保護６段を表します。 

注２ 競合カウンタ方式におけるフレーム同期状態をカウントするカウンタの段数を表します。 
 

 

１０.６ マルチフレーム 

となりあった複数のフレームの中でＣＬチャネルのビット割当てができるようにするために、マルチフレーム構成

が用いられます。マルチフレームの始まりはフレームワードによって決定されます。マルチフレームの中のフレーム

総数は４です。 

 

１０.６.１ ＬＴ－ＤＳＵ方向に対するマルチフレームワード 

マルチフレームは、フレーム同期状態の下で、４つの連続したフレームに割り当てられたマルチフレームワードよ

って認識されます。マルチフレームワードは、１フレームの第１０番目のビット位置のビットによって定義されます。 

マルチフレームワーﾄﾞの符号は、図１０．１に示す様に 
 

 

ＭＦＷ＝“1000”とします。 
 

 

マルチフレームの同期手順を以下に定義します。図１０．１に示すビット割当を参照して下さい。フレーム同期状

態の下で、１フレームの第１０番目のビット位置のビットが“１”の時マルチフレームワードのF１ビットと認識

され、これがレジスタへのＣＬチャネルビットの保存のきっかけとなります。 

F２   F３   F４ビット位置のビットが“０”として検出された時、レジスタ内のＣＬチャネルビットは有効となります。 

さもなければ、それらは破棄されアイドル状態にセットされます。 
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１０.６.２ ＤＳＵ－ＬＴ方向に対するマルチフレームワード 

１０.６.１と同じです。 
 

 

１０.７ ＬＴ－ＤＳＵおよびＤＳＵ－ＬＴのフレーム間のフレームオフセット 

ＤＳＵは、ＬＴ－ＤＳＵ方向の受信フレームにフレームを同期させねばならず、オフセットを伴ってフレーム

を送出します。ＤＳＵ入力／出力での相対的なフレーム位置は次のとおりです。ＤＳＵ－ＬＴ方向に送信される

各フレームの最初のビットは、ＬＴから受信したフレームの最初のビットに対して、３８３ないし３８４ビット

だけ遅れた位置となります。この関係を図１０．３に示します。 

 

１０.８ ＣＬチャネル 
 

 

１０.８.１ ビットレート 

ＣＬチャネルに対するビットレートはマルチフレームビットを含めて３.２kbit/sです。 
 

 

１０.８.２ 構 成 

a)ＣＬチャネルを使用するため、３２ビット（３.２kbit/s）がマルチフレーム内に割当てられます。

b)４ビット（０.４kbit/s）がマルチフレームビットとして割当てられます。 

c) １６ビット（１.６kbit/s）が、ＬＴ－ＤＳＵ方向では保守運用の制御機能等のため、また、ＤＳＵ－ＬＴ 

方向では保守運用の表示機能等のために割当てられます。 

d) １２ビット（１.２kbit/s）がＣＲＣ(Cyclic Redundancy Check) 機能として割当てられます。 
 

 
１０.８.３ プロトコルと手続き 

以下に詳述するＣＬチャネルの機能は、図１０．３で定義のマルチフレームのビット配列に基づいています。 
 

 

１０.８.３.１ エラー監視機能 

（１）ＣＲＣ （Cyclic Redundancy Check) 

ＣＲＣビットはマルチフレームのｋ１からｋ１２です。ＣＲＣは、マルチフレーム内で該当するビッ

トから生成され、送信側でビットストリームに挿入されるエラー検出符号です。受信側で同じビットか

ら計算されたＣＲＣは、受信ビットストリーム内のＣＲＣ値と比較されます。もし２つのＣＲＣが違え

ば、ＣＲＣの該当範囲のマルチフレームビット内で、少なくとも１つのエラーがおきたことを示します。 

 

（２）ＣＲＣ計算方法 

ＣＲＣ符号の生成多項式は 
 

 

Ｇ（Ｘ）＝Ｘ１２  (＋) Ｘ６    (＋) Ｘ４    (＋) Ｘ (＋) １ 

(＋) はモジュロ２加算です。 
 

 

マルチフレームのＣＲＣ符号を生成する一つの方法を図１０．４に図示します。 

マルチフレームの最初で、全てのレジスタセルは"0”に初期化されます。その後、ＣＲＣによって

カバーされるマルチフレームビットは、左から生成器に取り込まれます。 
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ＣＲＣでカバーされないビット（ＦＷ，ＭＦＷ，ＣＬチャネル、パリティビット）の間、ＣＲＣレジ

スタの状態は凍結させ、どのようなステージが起きても状態を変更しません。ＣＲＣでカバーされる

最後のマルチフレームビットが生成器に取り込まれた後、１２コのレジスタセルにはこのマルチフレ

ームのＣＲＣ符号が入ります。このポイントと次のマルチフレームの始まりの間に、レジスタセルは

次のマルチフレームのＣＲＣフィールドに送信のため格納されます。 

注 マルチフレームビットｋ１はレジスタセル１２に、マルチフレームビットｋ２は、レジスタセ

ル１１、以下同様、・・・・・に対応 

注 Ｔ点インタフェースからの２進「１」「０」符号と、これに対応するＶ１インタフェースを通

過するビットは、ＣＲＣ計算のために、それぞれ２進「１」「０」符号として扱わなければな

りません。 

 

（３）ＣＲＣの範囲 

ＣＲＣビットはスクランブル前の（２Ｂ＋Ｄ）チャネルから計算します。 
 

 

１０.８.３.２ 他のＣＬチャネル機能 

いくつかの運用保守機能が、図１０．１に示すマルチフレームのＣＬチャネルビットによって扱われます。これら

のビットは、１０．１０．１節で定義のＬＴ－ＤＳＵ方向のＳＩＧ６、ＳＩＧ７、ＳＩＧ９、ＳＩＧ１５、ＤＳ

Ｕ－ＬＴ方向のＳＩＧ８、ＳＩＧ１０、ＳＩＧ１１、ＳＩＧ１２、ＳＩＧ１４で有効です。 

これらを以下に定義します。 
 

 

（１）ＣＲＣチェック結果表示ビット（ＤＭＩ） 

ＣＲＣチェック結果表示ビットは、ＤＳＵ－ＬＴ方向に送信されるマルチフレームの４番目フレームの

ＤＭＩとします。 

ＤＭＩビットはマルチフレームにＣＲＣエラーがあれば"1”が、無ければ"0”が設定されます。 

ＤＭＩは次の有効な出力マルチフレームの位置に置かれ、発元へ送り返されます。ＤＭＩビットは、遠

端の受信のパフォーマンスを決定するために網側で監視される場合があります。 

 

（２）ＬＴフレーム同期確立表示ビット（ＯＦＳ） 

ディジタル伝送システムの同期中表示ビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレーム内のＯＦ 

Ｓ（Office-side Frame Synchronization ）ビットとします。 

ＯＦＳビットは、ＬＴがフレーム同期状態の時"1”が、フレーム同期状態から外れたとき、"0”が設定

されます。 

 

（３）宅内機器インタフェース起動指令ビット（ＡＲ） 

宅内機器インタフェース起動指令ビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの第１フレー

ムと第３フレームのＡＲ（Activation Request）ビットとします。 

ＡＲビットは、ＥＴからＬＴに起動指令ＦＥ１が発行されたとき"1”が、ＥＴからＬＴに停止指令ＦＥ 

５が発行されたとき"0”が設定されます。 

ＤＳＵが、ＯＦＳ＝"1”の状態でＡＲ＝"1”を検出し、ＩＮＦＯ３を受け取っていないときＩＮＦＯ２ 

がＴ点インタフェースに対して送出されます。 
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（４）インタフェース起動表示ビット（ＡＩ） 

インタフェース起動表示ビットは、ＤＳＵ－ＬＴ方向へ送られるマルチフレームビットのＡＩ（Active 

Indication ）ビットとします。ＡＩビットは、ＤＳＵがＴＥからＩＮＦＯ３を受け取っているとき"1”が、ＤＳＵ

がＴＥからＩＮＦＯ３を受け取っていないとき"0”が設定されます。 

ループバック２の場合、ＡＩビットはＤＳＵのＴ点インタフェース側がフレーム同期状態ときＡＩビッ

トは"1”が、ループバックビットストリームがフレーム同期外れ状態のときは"0”が設定されます。 

 

（５）信号装置レディ表示ビット（ＡＰ） 

起動許可ビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの１番目と３番目のフレームのＡＰ 

（Active Approval)ビットとします。 

ＡＰビットは、ＩＮＦＯ４送信を許可するＦＥ１３がＥＴからＬＴに発行されたとき"1”が、停止要求

ＦＥ５がＥＴからＬＴに発行されたとき"0”が設定されます。 

 

ＤＳＵがＩＮＦＯ３受信状態でＡＰ＝"1”を検出したとき、ＩＮＦＯ４がＴ点インタフェースに対して

送られます。 

 

（６）宅内機器インタフェース停止指令ビット（ＤＲ） 

宅内機器インタフェースに停止を要求するビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの１番

目と３番目のフレームのＤＲ（Deactivation Request）ビットとします。 

ＤＲビットは、Ｔ点インタフェースに対して停止を要求するオプションＦＥがＥＴからＬＴに発行され

たとき"1”が設定されます。 

 

ＤＳＵがＯＦＳ＝"1”状態でＤＲ＝"1”を検出したとき、ＩＮＦＯ０がＴ点インタフェースに対して送

られます。 

 

（７）ループバック２試験指令ビット（Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３） 

ループバック２要求ビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの２番目のフレームのＨ１、

Ｈ２、Ｈ３ビットとします。 

"Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３" は、ＥＴからＬＴにループバック２を要求するＦＥ８が発行されたとき "１、１、１”

が設定されます。 

また、Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３を個別に "１”に設定することにより、それぞれＢ１チャネル、Ｂ２チャネル、Ｄチ

ャネルを網に向けて個別にループバックすることを要求します。 

この要求は、ユーザデータ２Ｂ＋Ｄビットを網にループバックするようにＤＳＵに対して指令します。 
 

 

網側からの制御により、Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３を個別に"1”に設定することにより、ＤＳＵに対し、それぞ

れＢ１チャネル、Ｂ２チャネル、Ｄチャネルを網に向けてループバックすることを要求します。 

ＤＳＵは参照点Ｔにおけるインタフェースに向けて、ループバックされたＢチャネルのすべてのビッ

トを"1”として送信します。 
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（８）ループバック２動作中表示ビット（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３） 

ループバック２動作中表示ビットは、ＤＳＵ－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの２番目のフレーム

のＴ１、Ｔ２、Ｔ３ビットとします。"Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３" は、 "Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３" が "１、１、１” 

としてＤＳＵによって検出されたとき、 "１、１、１”が設定されます。 

また、Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３による個別ループバックの動作中表示は、それぞれＴ１、Ｔ２、Ｔ３によって

網に対して通知されます。 "Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３" はＤＳＵにおいて検出された "Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３" と同

じ値に設定されます。 

 

（９）ＤＳＵビット（ＩＤ） 

ＤＳＵビットは、ＤＳＵ－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの１番目のフレームのＩＤビットとしま

す。 

ＩＤ＝"0”を送出するＤＳＵは基本ループバック２のみをサポートし、ＩＤ＝"1”を送出するＤＳＵは

基本ループバック２に加え、拡張ループバック２もサポートします。基本ループバック２、拡張ループバック

２については、１０．１０．３節に述べます。 

 

（１０）ループバックＣ試験指令ビット 

ループバックＣ試験指令ビットは、ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの４番目のフレームの

Ｃ１、Ｃ２ビットとします。 

この要求はＤＳＵに対し、個々のＢチャネルをユーザに向けてループバックすることを指令します。Ｄ 

ＳＵはＬＴに向けてループバックされたＢチャネルの全てのビットをスクランブルの前の段階で"1”として送

信します。 

ＤＳＵがＣ１＝"1”を検出したらＢ1 チャネルループバックＣがＤＳＵで開始されます。ＤＳＵがＣ２ 

＝"1”を検出したらＢ２チャネルループバックＣがＤＳＵで開始されます。 
 

 

注）網からのループバックＣ試験の制御は提供時期未定です。 
 

 

（１１）ループバックＣ動作中表示ビット 

ループバックＣ動作中表示ビットは、ＤＳＵ－ＬＴ方向に送られるマルチフレームの４番目のフレーム

のＴＣ１、 ＴＣ２ビットとします。 

ＴＣ１ビットおよびＴＣ２ビットは検出されたＣ１、Ｃ２ビットの応答として同じ値に設定されて網に

通知されます。 

 

注）網からのループバックＣ試験の制御は提供時期未定です。 
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（１２）予備ビット 

ＬＴ－ＤＳＵ方向に送られるマルチフレームの第４フレームのＳビットとＤＳＵ－ＬＴ方向のマルチフ

レームの第１、第３フレームのＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットは、Ｔ点インタフェースで定義の予備ビッ

トＳ（ＤＳＵ－ＴＥ方向）と、ビットＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４（ＴＥ－ＤＳＵ方向）を送るため予約され

ています。 

Ｓビットが使用されないときは"0”を、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットが使用されないときは"1”を設

定します。 

 

１０.８.３.３ ＣＬチャネルビットの転送規定 

ＣＬチャネルビットＯＦＳ，ＡＲ，ＡＩ，ＡＰ，ＤＲ，Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｃ１，Ｃ２， 

ＴＣ１，ＴＣ２の転送規定は、以下の定義に従います。 

（１）転送モード ：個別ビット対応 

（２）連続送信モード ：ビット状態を継続 

（３）検出アルゴリズム： 

・マルチフレーム内のビットは、マルチフレーム同期状態で有効です。 

・マルチフレームの同期外れ状態では、"1”が設定されるＱ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４ビットを除いて、

マルチフレームに含まれるビットは破棄され、"0”に設定されます。 

・３回以上連続して一致を検出することにより確定されます。この確定は、それぞれのビット毎に行われま

す。 

（４）制御ビットが認識される限り、当該制御を実施します。 

（５）原因の事象が認識される限り、当該表示ビットを送ります。 
 

 

１０.９ スクランブリング 

スクランブリングは、フレームワードとＣＬチャネルビットの挿入される前に２Ｂ＋Ｄチャネルビットにのみ適用

されます。スクランブリング多項式は両方向（ＬＴ－ＤＳＵ方向、ＤＳＵ－ＬＴ方向）とも同じです。スクラン

ブリング多項式は、 

Ｐ（Ｘ）＝１ (＋) Ｘ－４  (＋) Ｘ －９  で、 
 

 

送られるスクランブルデータは 

 
 

Ｄｏ＝ＤI (＋) Ｐ（Ｘ）である。 

(＋) はモジュロ２加算です。 

 
 

図１０－５にスクランブリングパタンを示します。 
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１０.１０ 起動／停止 

 

 

１０.１０.１ 起動に使用する信号 

起動／停止手順の間、以下の特定信号（ＳＩＧ）がＬＴとＤＳＵ間のローカルラインの上で交換されます。

以下の３種類の信号が存在します。 

一つ目は１０．３節で定義されるフレーム構成を持たない信号であり、二つ目はフレーム構成を形成し、ライ

ンシステムの同期確立の前（ＣＬチャネルビットが使用不可能）に通信される信号です。 

三つ目はフレーム構成を形成し、ラインシステムがフレーム同期状態（ＣＬチャネルビットが使用可能）に

て通信される信号です。信号の定義は以下に与えられており、フレーム構成に従うＳＩＧのリストを表１０．１と

表１０．２に示します。 

 

（１）フレーム構成を持たない信号 

ＳＩＧ０（ＬＴからＤＳＵ、ＤＳＵからＬＴ）： 無信号 
 

 

ＳＩＧ０ａ（ＬＴからＤＳＵ）： 加入者線路試験開始信号 
 

 

この信号は加入者線の線間電圧をノーマル極性で直流１５Ｖ以下にすることにより実

現されます。 

 

ＳＩＧ１（ＬＴからＤＳＵ）： ラインシステムの停止信号 
 

 

ＤＳＵのレイヤ１エンティティにパワーダウン状態への移行を要求する信号です。こ

の信号は、ラインシステムとＴ参照点インタフェースの両者を停止します。この信号はＳ 

ＩＧ３が現れるまで連続します。この信号は、ＤＳＵがローカルラインを介してＬＴから

給電される場合に、ローカルライン上のＤＣ給電電圧極性を使用することにより実現されま

す。 

 

ＳＩＧ２ａ（ＤＳＵからＬＴ）： アウェーク（了解）信号 
 

 

ＬＴとＥＴのレイヤ１を起動する信号であり、ラインシステムとＴ参照点インタフェー

スの起動を開始します。この信号は、ＤＳＵでＴ参照点インタフェースを介してのＩＮＦ 

Ｏ１の受信によって実行されます。また、この信号はＳＩＧ３のアウェーク了解信号とし

ても使用されます。この信号はＳＩＧ３が存在している限り連続します。この信号は、Ｄ 

ＳＵがローカルラインを経てＬＴから給電される場合に、ローカルライン上のＤＣ給電電

流を使用することにより実現されます。 

 

ＳＩＧ２ｂ（ＤＳＵからＬＴ）： ＳＩＧ２ａ 
 

 

ＳＩＧ２ａが存在しないことに対応します。 
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ＳＩＧ３（ＬＴからＤＳＵ）： アウェーク（了解）信号 

 

 

ＤＳＵのレイヤ１を起動させる信号であり、ＤＳＵは電源投入状態となり（ただし、Ｄ 

ＳＵ（タイプＡ）のみ）、ＬＴ側からの信号に対して同期をとる準備を行います。また、

この信号はＳＩＧ２ａのアウェーク了解信号としても使用されます。この信号は、ＳＩＧ 

１が出現するまで連続します。この信号は、ＤＳＵがローカルラインを経てＬＴから給電

される場合に、ローカルライン上のＤＣ給電電圧極性を使用することにより実現されます。 

この信号の電圧極性はＳＩＧ１とは逆です。 
 

 

（２）フレーム構成を形成する信号 

（ＣＬチャネルビットは使用不可能です。） 
 

 

ＳＩＧ４（ＬＴからＤＳＵ）： トレーニング信号 
 

 

ＤＳＵでのラインイコライザの収束、ビット同期およびフレーム同期の高速化のための

信号です。信号構成はフレーム構成に従い、またフレームワードを含むものとします。Ｃ 

Ｌチャネルビットは"0" に設定されます。この信号の実現方法例は、図１０．６に示され

ます。 

また、この信号は、起動要求が発せられている状態下で、ＬＴがフレーム同期外れ状態

のときに送信されます。 

 

ＳＩＧ５（ＤＳＵからＬＴ）： トレーニング信号 

 

 

ＬＴでのラインイコライザの収束、ビット同期およびフレーム同期の高速化のための信

号です。 

信号構成はフレーム構成に従い、またフレームワードを含むものとします。

ＣＬチャネルビットは"0" に設定されるものとします。 

この信号の実現例は、図１０．７に示されます。 

この信号で、ＤＳＵがＳＩＧ４により同期確立したことをＬＴに通知します。 
 

 

（３）フレーム構造を持つ信号 

（ＣＬチャネルビットは有効です。） 
 

 

ＳＩＧ６（ＬＴからＤＳＵ）： ラインシステム起動表示信号 
 

 

ラインシステム起動確立をＤＳＵに通知する信号。 
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この信号は、ＤＳＵに対しＩＮＦＯ２を送信させることによりＴ参照点インタフェースの

起動開始を指示するものです。この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレー

ムワードとＣＲＣビットを含んでいます。 

ＣＬチャネルのＯＦＳビットは"1" に設定されます。起動要求機能要素ＦＥ１がＬＴで

受信されるとＣＬチャネルのＡＲビットは"1" に設定され、または起動要求機能要素ＦＥ 

１がＬＴで受信されなければＡＲビットは"0" に設定されます。 

Ｓビットを除いて、他のＣＬチャネルビットは"0" に設定されます。

Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、無効データの場合があります。 

 

ＳＩＧ７（ＬＴからＤＳＵ）： 通常信号 

 

 

ＤＳＵがＩＮＦＯ３受信の状態でＴ参照点インタフェースに対しＩＮＦＯ４を送信する

ことにより、ＴＥとＥＴ間に完全なレイヤ１情報転送能力を確立することを許可する信号

です。この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビット

を含みます。 

ＣＬチャネルのＯＦＳとＡＰビットは"1" に設定されます。起動要求機能要素ＦＥ１が

ＬＴで受信されると、ＣＬチャネルのＡＲビットは"1" に設定され、また起動要求機能要

素ＦＥ１がＬＴで受信されないとＡＲビットは"0" に設定されます。ネットワークがＳビ

ットの転送機能を提供するならば、Ｖ１参照点インタフェースを通過するＳビットはＣＬ 

チャネルのＳビットにそのまま転送されます。他のＣＬチャネルビットは"0" に設定され

ます。 

２Ｂ＋Ｄチャネルビットは有効データです。 
 

 

ＳＩＧ８（ＤＳＵからＬＴ）： ＩＮＦＯ３受信表示信号 
 

 

ＤＳＵがＩＮＦＯ３の受信を示し、ＬＴとＥＴに対し、ＴＥとＥＴの間の完全なレイヤ

１情報転送能力を要求する信号。 

この信号は、Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ３の受信によって送信されます。

また、この信号はループバック２の停止動作中信号としても使用されます。この信号は、

フレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＤＭＩビット、ＣＲＣビットを

含みます。 

ＣＬチャネル上のＡＩビットは"1" に設定され、ＣＬチャネル上のＱ１，Ｑ２，Ｑ３， 

Ｑ４ビットは"1" に設定されます。基本ループバック２のみをサポートするＤＳＵにあっ

ては、ＩＤは"0" に設定されます。他のＣＬチャネルビットは"0" に設定されます。２Ｂ 

＋Ｄチャネルビットは、全て"1" に設定されます。 
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ＳＩＧ９（ＬＴからＤＳＵ）： ループバック２指示信号 

 

 

ラインシステム起動確立をＤＳＵに通知し、ＤＳＵにループバック２を要求する信号。

この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、Ｓビット、ＣＲＣビ

ットを含んでいます。 

ＣＬチャネルのＯＦＳとＨ１，Ｈ２，Ｈ３ビットは"1" に設定されます。 

基本ループバック２シーケンスのみを提供するＬＴにあってはＡＰは"0" に、拡張ルー

プバック２シーケンスも提供するＬＴにあってはＡＰは"1" に設定されます。他のＣＬチ

ャネルビットは"0" に設定されます。 

２Ｂ＋Ｄチャネルビットは有効データです。 
 

 

ＳＩＧ10（ＤＳＵからＬＴ）： ループバック２動作信号 
 

 

ＤＳＵがループバック２動作中であるのを示す信号。 

この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＤＭＩビット、及び

ＣＲＣビットを含みます。ＣＬチャネルのＴ１，Ｔ２，Ｔ３及びＡＩビットは"1" に設定

されます。２Ｂ＋ＤチャネルビットとＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは有効データです。

基本ループバック２のみをサポートするＤＳＵにあっては、ＩＤは"0" に設定されます。

他のＣＬチャネルビットは"0" に設定されます。ＤＳＵ内にてループバックが正常に動作

している時には、２Ｂ＋Ｄ信号はＤＳＵの受信したデータが折り返り、Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３， 

Ｑ４ビットはＤＳＵが受信したＳビットが折り返ります。Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビット

及びＳビットの使用はオプションです。 

 

ＳＩＧ11（ＤＳＵからＬＴ）： 通常の動作信号 
 

 

ＳＩＧ７の受信により送信される信号。 

この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＤＭＩビット、Ｃ 

ＲＣビットを含みます。ＣＬチャネルのＡＩビットは"1" に設定されます。２Ｂ＋Ｄチャ

ネルビットとＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは有効データです。基本ループバック２のみ

をサポートするＤＳＵにあっては、ＩＤは"0" に設定されます。他のＣＬチャネルビット

は"0" に設定されます。 



- 30 - 
 

ＳＩＧ12（ＤＳＵからＬＴ）： ループバック２起動中表示信号 

 

 

ＤＳＵがループバック２起動要求を受信中であるのを示して、ループバック２が起動中であ

ることを表示する信号。 

この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＤＭＩビット、ＣＲＣ 

ビットを含みます。 

ＣＬチャネルのＴ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４は"1" に設定されます。基本ル

ープバック２のみをサポートするＤＳＵにあっては、ＩＤは"0"  に設定されます。他のＣＬチ

ャネルビットは"0" に設定されます。 

２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、全て"1" に設定されます。 

 

 

ＳＩＧ13（ＬＴからＤＳＵ）： Ｔインタフェース停止信号 
 

 

ＩＮＦＯ０を送ることによって、Ｔ参照点インタフェースの停止を要求する信号この信号はフ

レームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビットを含みます。 

ＣＬチャネルのＯＦＳ，ＤＲビットは"1" に設定されます。Ｓビットを除いて、他のＣＬチャ

ネルビットは"0"  に設定されます。Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは無効データの場合がありま

す。この信号の使用はネットワークオプションです。この信号は、ラインシステムを停止しな

いでＴ参照点インタフェースを停止する事を可能にし、この状態からネットワークはループバ

ック２またはＴ参照点のインタフェース再起動を行うことが可能となります。 

ユーザ側からの起動は、この信号をＤＳＵが受信している間は受け付けられません。 
 

 

ＳＩＧ14（ＤＳＵからＬＴ）： ＩＮＦＯ２送信中表示信号 
 

 

ＤＳＵが、ＩＮＦＯ２を送信することにより、Ｔ参照点インタフェースを起動中であること

を示す信号。 

この信号は、インタフェースの起動が開始された時、またはラインシステムが起動状態であ

るがインタフェースのフレーム同期外れ状態に入った時に送信されます。 

また、この信号は、Ｔインタフェース停止信号ＳＩＧ１３の了解としても使用されます。Ｓ 

ＩＧ１４がＳＩＧ１３の了解として使用されるとき、ＩＮＦＯ２の送信はＳＩＧ１３により禁

止され、ＩＮＦＯ０がＴ参照点インタフェースに向けて送信されます。この信号はフレームワ

ード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＤＭＩビット、ＣＲＣビットを含んでいます。

ＣＬチャネルのＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４ビットは"1" に設定されます。 

基本ループバック２のみをサポートするＤＳＵにあっては、ＩＤは"0" に設定されます。他

のＣＬチャネルビットは"0" に設定されます。２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、全て"1" に設 

定されます。 

この信号は、起動手順の早期段階でＤＭＩを通知するために意図されています。 

起動手順の早期のＤＭＩの通知が必要とされないならば、この信号をＳＩＧ５に置き換える

ことが可能です。 
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ＳＩＧ15（ＬＴからＤＳＵ）： ループバック２停止信号 

 

 

ループバック２の停止を要求する信号。 

この信号はフレームワード、ＣＬチャネルのマルチフレームワード、ＣＲＣビットを含んで

います。ＣＬチャネルのＯＦＳビットは"1" に設定されます。 

Ｓビットを除いて、他のＣＬチャネルは"0" に設定されます。 

Ｓと２Ｂ＋Ｄチャネルビットは、無効データの場合があります。この信号の使用はネットワ

ークオプションです。 

この信号はラインシステムの停止無しにＤＳＵがループバック２を停止させるのを可能にし、ネッ

トワークはＴ参照点インタフェースの起動、あるいはループバック２の再起動を行うことがで

きます。ＩＮＦＯ１がＤＳＵに受信された時、ユーザ側からの起動が行われます。 



- 32 - 
 

１０.１０.２ 内部タイマの定義 

第２分冊レイヤ１、レイヤ２編（第１部）に定義されるタイマＴ１とタイマＴ２が使用されます。タイマＴ１， 

Ｔ２は網の中にあります。 

 

１０.１０.３ 起動手順の詳細 

（１）網側からの起動 

図１０.８を参照して下さい。 
 

 

（２）ユーザ側からの起動 

図１０.９（Ａ）、図１０．９（Ｂ）を参照して下さい。 
 

 

（３）網側からの停止 

図１０.１０を参照して下さい。 
 

 

（４）基本ループバック２の起動（図１０．１に示すＣＬチャネルにおいてＩＤビットが２進"0" の場合、基

本ループバック２提供ＤＳＵ／ＬＴ対向時） 

図１０.１１を参照して下さい。（注４） 
 

 

（５）拡張ループバック２の起動（図１０．１に示すＣＬチャネルにおいてＩＤビットおよびＨ1,Ｈ2,Ｈ3 ビ

ットが全て２進"1" の場合、拡張ループバック２提供ＤＳＵ／ＬＴ対向時） 

図１０.１２を参照して下さい。（注４） 
 

 

（６）基本ループバック２の起動（拡張ループバック２提供ＤＳＵと基本ループバック２提供ＬＴ対向時または基

本ループバック２提供ＤＳＵと拡張ループバック２提供ＬＴ対向時） 

図１０.１３、図１０.１４を参照して下さい。 
 

 

（７）加入者線路試験の起動 

図１０.１５を参照して下さい。 
 

 

注 １. 全情報転送能力が利用でき、一方、参照点Ｔにおけるインタフェースは停止したままであるような伝

送システムのみの起動は行われません。 

２. 非透過ループバック２が参照点Ｔにおけるインタフェースで、ＩＮＦＯ０がＤＳＵから送られるような

所で生成されます。 

３. 中継器は適用できません。 

４. ＤＳＵ識別ビットＩＤに２進"1" を送出するＤＳＵは、ループバック２一括折り返し試験時にＤＳＵ 

におけるユーザ側からの起動機能をＤＳＵのみで試験する機能を有します。即ち網からのループバッ

ク２一括折り返し試験起動時に、ディジタル伝送システムが起動した後、いったん網からの制御によ

り停止状態となり、その後ＤＳＵから自律的に起動動作を行った後、ループバック２一括折り返し状

態が実現されます。 

５. Ｖ１参照点を通過する起動／停止に使用される機能要素（ＦＥ）の定義を表１０．３に示します。 
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１０.１０.４ 状態遷移表（ＤＳＵ） 

ＩＮＦＯとＳＩＧの機能によるＤＳＵの状態遷移表は、表１０．４、表１０．６、表１０．６Ａ、表１０．６ 

Ｂに示されます。 

以下の状態が使用されます。なお、ループバック２のシーケンスについては、基本ループバック２の場合のみを示

しています。 

 

ＮＴ １．０： 停止（パワーダウン状態） 
 

 

ＤＳＵはパワーダウンモードにあり、ＬＴからラインシステムの停止信号のＳＩＧ１を受信

中に、無信号のＳＩＧ０をＬＴに、Ｔ参照点インタフェースにも無信号（ＩＮＦＯ０）を送信

します。そして、Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ１またはＬＴからのアウェーク信号

であるＳＩＧ３を待っています。 

 

ＮＴ １．１： ユーザ側からの起動による起動開始状態 
 

 

ＤＳＵが、Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ１を受信することにより、ＬＴに対しア

ウェーク信号であるＳＩＧ２ａを送信します。そしてＬＴからのアウェーク了解信号であるＳ 

ＩＧ３を待っています。 

 

ＮＴ １．２ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．２ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ＤＳＵにてラインシステムが起動中状態であり、ネットワーク側からの起動開始状態 
 

 

これはＤＳＵのライン側のフレーム同期が外れ、再フレーム同期に入った状態でもあります。

ＤＳＵはＳＩＧ３（ユーザ側からの起動時の場合の アウェーク了解信号またはネットワーク

側からの起動時のアウェーク信号）の受信により、パワーアップ状態となります。そしてＬＴ 

からのトレーニング信号ＳＩＧ４によるラインシステムの受信系の同期を待ちます。 

ユーザ側からの起動時（ＤＳＵにてＩＮＦＯ１の受信が検出された時）には、ＤＳＵ（タイ

プＡ）はアウェーク信号ＳＩＧ２ａを送信し、ＤＳＵ（タイプＢ）はアウェーク信号ＳＩＧ２ 

ａまたはＳＩＧ２ｂのいずれかを送信し、ネットワーク側からの起動時にはＤＳＵ（タイプＡ） 

はアウェーク了解信号であるＳＩＧ２ａを送信し続け、ＤＳＵ（タイプＢ）はＳＩＧ２ｂを送

信し続けます。 

いかなる他の信号もＤＳＵから送信されません。 
 

 
ＮＴ １．３ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．３ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ＤＳＵでラインステムが起動した状態、及びＬＴでの起動中状態 
 

 

これはＬＴのライン側でのフレーム同期外れ、そして再フレーム同期状態でもあります。Ｄ Ｓ

Ｕはラインシステムの起動した状態となり、ＬＴでのラインシステムの起動完了を待ちます。Ｄ

ＳＵはトレーニング信号ＳＩＧ５をＬＴに送信し、ＬＴからのラインシステム起動表示信 

号であるＳＩＧ６、またはループバック２の起動信号であるＳＩＧ９を待ちます。 
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ＮＴ １．４ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．４ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ラインシステムが完全に起動し、Ｔインタフェースの起動中状態、またＴインタフェースのフレーム

同期外れ、そして再フレーミング状態 

 

ＤＳＵとＬＴの両者がラインシステムが起動した状態となり、ＤＳＵはＴ参照点インタフェ 

ースに対し動作を開始します。ＬＴからのラインシステム起動状態表示ＳＩＧ６の受信により、

ＤＳＵはＴ参照点インタフェースにＩＮＦＯ２を送信し、ＬＴに対しＩＮＦＯ２を送信中表示

信号であるＳＩＧ14を送信します。そしてＴ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ３信を待ち

ます。 

 

ＮＴ １．５ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び ＮＴ３．５ ＤＳＵ（タイプＢ） ：アクセス起動中状態 
 

 

ＤＳＵはＴ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ３の受信に対して、ＬＴに対しＩＮＦＯ３ 

受信表示信号であるＳＩＧ８を送信します。そしてＬＴからの通常動作信号であるＳＩＧ７を

待ちます。 

これは、立ち上がりの遅いＴＥがＩＮＦＯ４を受信する準備ができるようになることを許容

する待ち状態です。 

 

ＮＴ １．６ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．６ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：Ｔインタフェースが起動した状態 
 

 

ＬＴからの通常動作信号であるＳＩＧ７を受信したことにより、ＤＳＵはＴ参照点インタフ

ェースに対しＩＮＦＯ４を送信し、通常動作信号であるＳＩＧ11を送信します。そしてＬＴか

らのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１、またはＬＴからのＴインタフェースの停止信号

であるＳＩＧ３を待ちます。 

 

ＮＴ １．７ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．７ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：Ｔインタフェース停止中状態 
 

 

ＬＴからのＴインタフェース停止信号であるＳＩＧ13を受信したことにより、ＤＳＵはＴ参

照点インタフェースに対しＩＮＦＯ０を送信し、ＬＴに対しＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳ 

ＩＧ８を送信します。そしてＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１、またはＴ参

照点インタフェースからのＩＮＦＯ０の受信を待ちます。 

 

ＮＴ １．８ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ３．８ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ラインシステム停止中状態 
 

 

Ｔ参照点インタフェースからのＩＮＦＯ０の受信により、ＤＳＵはＴ参照点インタフェース

にＩＮＦＯ０を送信し、Ｔインタフェース停止信号であるＳＩＧ14（ＳＩＧ13に対する了解） 

を送信します。そしてＬＴからラインシテムの停止信号であるＳＩＧ１を待ちます。 
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ＮＴ ２．１ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ４．１ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ラインシステムが、完全に動作した状態であり、ループバック２の起動中状態 
 

 

ＤＳＵとＬＴの両者共に起動したラインシステム起動状態です。 

ＬＴからのループバック２起動要求信号であるＳＩＧ９の受信に対し、ＤＳＵ内にてループ

バック２の起動を行い、ＬＴにループバック２起動中表示信号であるＳＩＧ12を送信します。

そしてＤＳＵ内でのループバック２の確立を待ちます。 

 

ＮＴ ２．２ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ４．２ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ループバック２の起動した状態 
 

 

ＤＳＵはＤＳＵ内のループバック２の確立により、ＬＴに対してループバック２動作中表示

信号であるＳＩＧ10を送信します。そして、ラインシステムの停止信号であるＳＩＧ１、また

はループバック２の停止信号であるＳＩＧ15をＬＴから受信するのを待ちます。 

 

ＮＴ ２．３ ＤＳＵ (タイプＡ） 及び  ＮＴ４．３ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：ループバック２停止中状態 
 

 

ＤＳＵは、ＬＴからループバック２停止信号であるＳＩＧ15を受信したら、ＬＴに対しルー

プバック２停止中信号であるＳＩＧ８を送信します。そして、ＬＴからのラインシステム停止

信号であるＳＩＧ１またはＤＳＵ内でのループバック２の停止完了を待ちます。 

 

ＮＴ ５．１ ＤＳＵ（タイプＢ）： ＳＩＧ３と同一極性での加入者線路試験中状態 
 

 

ＤＳＵはＬＴからアウェーク信号であるＳＩＧ３を受信したことにより、アウェーク了解信号

であるＳＩＧ２ａを送信します。そして、ＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１ま

たはＤＳＵ内での加入者線路試験完了を待ちます。 

 

ＮＴ ５．２ ＤＳＵ（タイプＢ） 

：加入者線路試験開始状態またはＳＩＧ０ａ受信状態での加入者試験中状態 
 

 

ＤＳＵは、ＬＴから加入者線路試験開始信号であるＳＩＧ０ａを受信したら、ＬＴに対しＳ 

ＩＧ２ｂを送信します。そして、ＬＴからのラインシステム停止信号であるＳＩＧ１またはア

ウェーク信号であるＳＩＧ３を待ちます。 
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１０.１０.５ 状態遷移表（ＬＴ） 

機能要素ＦＥ、ＳＩＧ、タイマ２を使用したＬＴの状態遷移表を表１０.５に示します。

以下の状態が使用されます。 

なお、ループバック２のシーケンスについては、基本ループバック２の場合のみを示しています。 
 

 

ＬＴ １．０： 停止 
 

 

ＬＴは無信号のＳＩＧ０とラインシステム停止信号のＳＩＧ１をＤＳＵに送信します。そし

てタイマＴ２の満了によりラインシステムとＴインタフェースの停止状態表示機能要素のＦ 

Ｅ６をＥＴに通知します。そして、ＤＳＵからのアウェーク信号であるＳＩＧ２ａまたは、Ｅ 

ＴからのＴインタフェースとラインシステムの起動要求機能要素のＦＥ１、またはループバッ

ク１／ループバック２、起動要求機能要素のＦＥ９／ＦＥ８を待ちます。 

 

ＬＴ １．１： ラインシステム起動開始状態 
 

 

ＬＴはＥＴからのラインシテムとＴインタフェースの起動要求機能要素のＦＥ１を受信した 

ことにより、アウェーク信号であるＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＤＳＵに送信し、

ラインシステムの起動を開始します。そしてＤＳＵからのアウェーク了解信号であるＳＩＧ２ 

ａを待ちます。 

 

ＬＴ １．２： ラインシステムの起動中状態 
 

 

ＬＴは、アウェーク（了解）信号であるＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＤＳＵに

送信することにより、ラインシステムの起動を開始しています。 

そしてＤＳＵからのアウェーク（了解）信号であるＳＩＧ２ａを受信することにより、起動

開始表示機能要素のＦＥ２をＥＴに送信します。そしてＤＳＵからのラインシステムトレーニ

ング信号のＳＩＧ５によりラインシステム受信系が同期するのを待ちます。 

 

ＬＴ １．３： ラインシステムが完全に起動し、Ｔインタフェース起動中状態 
 

 

ＤＳＵからのラインシステムトレーニング信号のＳＩＧ５にその受信系が同期したらＬＴは

ラインシステム起動表示信号ＳＩＧ６をＤＳＵに送信し、ＥＴに対しラインシステム起動表示

機能要素のＦＥ３を送信します。そしてＤＳＵからのＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳＩＧ８ 

を待ちます。 
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ＬＴ １．４： ＩＮＦＯ４送信待ち状態 

 

 

ＬＴは、ＤＳＵからのＩＮＦＯ３受信表示信号であるＳＩＧ８の受信により、ＥＴに対して

Ｔインタフェース起動表示機能要素のＦＥ４を送信します。そしてＥＴからのＩＮＦＯ４送信

許可機能要素のＦＥ１３を待ちます。これは、立ち上がりの遅いＴＥがＩＮＦＯ４を受信する

準備ができるようになるのを許容する待ち状態です。 

第２分冊、表６．３（注３）を参照して下さい。 

 

 

ＬＴ １．５： Ｔインタフェースが起動した状態 
 

 

ＬＴは、ＥＴからＩＮＦＯ４送信許可機能要素のＦＥ１３を受信したことにより通常動作信

号であるＳＩＧ７をＤＳＵに送信します。そして、ＥＴからの停止要求機能要素のＦＥ５を待

ちます。 

 

ＬＴ １．６： ラインシステムとＴインタフェースの停止中状態 
 

 

ＬＴは停止要求機能要素のＦＥ５を受信したことにより、ＤＳＵに対し無信号のＳＩＧ０と

ラインシステム停止信号のＳＩＧ１を送信します。そしてＬＴ内のタイマＴ２の終了を待ちま

す。 

 

ＬＴ １．７ａ： Ｔインタフェースの同期外れ、そして再フレーミング状態（ａ） 
 

 

ＬＴは、ＬＴが状態１．５に入る前に、ＤＳＵからＩＮＦＯ２送信状態表示信号のＳＩＧ１ 

４を受信したら、ＤＳＵに対しラインシステム起動表示信号のＳＩＧ６と、ＥＴにＴインタフ

ェースフレーム同期外れ表示機能要素ＦＥ１２を送信します。そして、ＤＳＵからのＩＮＦＯ 

３受信状態表示信号のＳＩＧ８またはＩＮＦＯ４送信許可機能要素のＦＥ１３を待ちます。 

 

ＬＴ １．７ｂ： Ｔインタフェースの同期外れ、そして再フレーミング状態（ｂ） 
 

 

ＬＴは、ＬＴが状態１．５に入った後、ＤＳＵからＩＮＦＯ２送信状態表示信号のＳＩＧ１ 

４を受信したら、ＤＳＵに対し通常動作信号であるＳＩＧ７と、ＥＴにＴインタフェースフレ

ーム同期外れ表示機能要素ＦＥ１２を送信します。そして、ＤＳＵからの通常動作信号である

ＳＩＧ１１を待ちます。 
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ＬＴ １．８ａ： ラインシステムの同期外れ、そして再フレーミング状態 

 

 

ＬＴは、そのラインシステムの受信器がフレーム同期外れ、または起動要求機能要素のＦＥ 

１受信中にＳＩＧ２ｂ（＝ＳＩＧ２ａの消失）を検出したら、トレーニング信号のＳＩＧ４を

ＤＳＵに、ラインシステムフレーム同期外れ表示機能要素のＦＥ７をＥＴに送信します。そし

てＤＳＵからのＳＩＧ２ａを待ちます。 

 

ＬＴ １．８ｂ： ラインシステム異常状態 
 

 

ＬＴは、起動要求機能要素ＦＥ１の受信されていない状態中にＳＩＧ２ｂ（＝ＳＩＧ２ａの

消失）を受信したら、ＤＳＵに対してはラインシステム停止信号のＳＩＧ１を、ＥＴに対して

はラインシステム異常表示機能要素のＦＥ７を送信します。そして、ＥＴからの停止要求機能

要素のＦＥ５を待ちます。 

 

ＬＴ ２．１： ラインシステム起動開始状態 
 

 

ＬＴは、ＥＴからループバック２起動要求機能要素ＦＥ８を受信することによりラインシス

テムの起動を ｱｳｪｰｸ信号ＳＩＧ３とトレーニング信号ＳＩＧ４を送信することにより開始し

ます。そして、ＤＳＵからの ｱｳｪｰｸ信号のＳＩＧ２ａを待ちます。 

 

ＬＴ ２．２： ラインシステム起動中状態 
 

 

ＬＴは、 ｱｳｪｰｸ信号のＳＩＧ３とトレーニング信号のＳＩＧ４をＤＳＵに送信することによ

りラインシステムの起動中状態となり、ＤＳＵからの ｱｳｪｰｸ了解信号であるＳＩＧ２ａを受信

することにより、ＥＴに対し起動開始機能要素ＦＥ２を通知します。そしてＤＳＵからのトレ

ーニング信号であるＳＩＧ５に対しそのラインシステム受信系が同期するのを待ちます。 

 

ＬＴ ２．３： ラインシステムが完全に起動し、ループバック２の起動中状態 
 

 

ＬＴは、ＤＳＵからのトレーニング信号ＳＩＧ５にその受信系が同期したら、ＤＳＵに対し

ループバック２起動信号であるＳＩＧ９を送信し、またＥＴに対しラインシステム起動表示機

能要素ＦＥ３を通知します。そして、ＤＳＵからのループバック２動作信号のＳＩＧ１０を待

ちます。 
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ＬＴ ２．４： ループバック２が起動した状態 

 

 

ＬＴは、ＤＳＵからループバック２動作信号であるＳＩＧ１０を受信したら、ＥＴに対して

ループバック２起動表示機能要素ＦＥ４を送信します。そして、ＥＴからの停止要求機能要素

ＦＥ５を待ちます。 

 

ＬＴ ２．５： ループバック２異常状態 
 

 

ＬＴは、一度ＬＴ２．４の状態遷移後に、ＤＳＵよりループバック２起動中を表すＳＩＧ１ 

２を受信したら、ＥＴに対しループバック２異常表示機能要素ＦＥ１２を送信します。そして、Ｄ

ＳＵからのループバック２動作中を示すＳＩＧ１０を待ちます。 

 

ＬＴ ２．６： ラインシステムのフレーム同期外れ、そして再フレーミング状態 
 

 

ＬＴは、そのラインシステム受信系がフレーム同期外れ状態となったとき、ＤＳＵに対しト

レーニング信号のＳＩＧ４を、ＥＴに対しラインシステムフレーム同期外れ表示機能要素ＦＥ 

７を送信します。そしてＤＳＵからのトレーニング信号ＳＩＧ５によりそのラインシステム受

信系が同期するのを待ちます。 

この状態は、通知される機能要素を除いてはＬＴ２．２の状態と同一です。 
 

 

ＬＴ ２．７： ラインシステム異常状態 
 

 

ＬＴは、ＤＳＵからのＳＩＧ２ｂ（＝ＳＩＧ２ａの消失）を受信したら、ＤＳＵに対しトレ

ーニング信号のＳＩＧ４を送信し、そしてＥＴに対してはラインシステム異常表示機能要素Ｆ 

Ｅ７を送信します。そして、ＤＳＵからのＳＩＧ２ａを待ちます。 

 

１０.１０.６ 起動時間 

ＤＳＵがＳＩＧ３を受信してから、イコライザのトレーニングと同期するまでのＬＴとＤＳＵスタートア

ッププロセスを標準で２５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊以内、そして最悪で３００ｍｓ（更に

１５０ｍｓの追加を許容）＊以内に終了しなくてはなりません。 

スタートアップ時間は、標準の場合１５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊がＤＳＵに、１００ｍ 

ｓがＬＴに割り当てられる。最悪の場合、１５０ｍｓ（更に１５０ｍｓの追加を許容）＊がＤＳＵに、１５ 

０ｍｓがＬＴに割り当てられます。 

また、この値は一度起動後、フレーム同期外れ状態に陥った時に、再フレーム同期時間にも適用されます。 

 
 

＊：ＬＴ（タイプＡ）とＤＳＵ（タイプＢ）対向時に適用。 
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１０．１０．７ ＤＳＵ（タイプＢ）状態遷移表 記号の説明 

 
 

ＤＳＵ（タイプＢ）状態遷移表は表１０．６、表１０．６Ａ、表１０．６Ｂに示されます。左記の表では１０． １

０．４節で説明した状態の他に以下に示す機能、状態が使用されます。 

 

ＬＰＭ（Ｌｏｃａｌ Ｐｏｗｅｒ Ｍｏｄｕｌｅ） 

ローカルパワーによりＤＳＵ（タイプＢ）を動作させるためのモジュールを指し、ＤＳＵ（タイプＢ）に搭

載されます。 

 

（１）ＬＰＭへの入出力信号 
 

 

ＬＰＡＲ：ＩＮＦＯ１検出部からＬＰＭ 

発信要求信号 

 

ＩＮＦＯ１検出部はＩＮＦＯ１受信を認識した場合、ＬＰＭにＬＰＡＲ＝１を送信します。

また、ＩＮＦＯ１検出部はＩＮＦＯ３受信を認識した場合、ＬＰＭにＬＰＡＲ＝１を送信をす

ることがあります。 

拡張ループバック２に対応するにはＵ点入出力部はＳＩＧ９（ａｐ＝１）受信を認識した場合、 

ＬＰＭにＬＰＡＲ＝１を送信する必要があります。 

 

ＬＰＤＩ：ＬＰＭからＩＮＦＯ１検出部 
 

 

ＩＮＦＯ１検出部はＬＰＭよりＬＰＤＩ＝１を受信した場合、ＬＰＡＲ＝０をＬＰＭに送信

します。 

 

ＵＡＲ：ＬＰＭからＵ点入出力部 

ラインシステム停止表示信号 
 

 

ＬＰＭはＳＩＧ１受信時ＵＡＲ＝０をＵ点入出力回路に送信し、ＳＩＧ３受信時ＵＡＲ＝１ 

をＵ点入出力部に送信します。 
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（２）ＬＰＭの動作、状態を表す記号 

 

 

ＣＮＬｃｏｍＯＮ（Ｃｏｍｍａｎｄ Ｎｏｒｍａｌ Ｌｏｏｐ ｃｏｍｍｕｎ  ＯＮ） 

：ＬＰＭ内発信スイッチ制御 
 

 

ＣＮＬｃｏｍＯＮ＝０はノーマル極性に対して直流的にオープンである状態を表します。 

ＣＮＬｃｏｍＯＮ＝１はユーザ側からの起動の為に直流ループを閉成した状態を表します。 

 

ＣＲＤｃｏｍＯＮ（Ｃｏｍｍａｎｄ Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｄｕｍｍｙ ｃｏｍｍｕｎ ＯＮ） 

：リバース極性保持用抵抗（ＲＤｃｏｍ）接続スイッチ制御 
 

 

ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝０はリバース極性に対して直流的にオープンである状態を表します。

ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝１はリバース極性に対して、直流ループを閉成した状態を表します。 

 

Ｐｃｏｍ（Ｐｏｉｎｔ ｃｏｍｍｕｎ）：通信部接続状態 
 

 

Ｐｃｏｍ＝１はＬＰＭがＬＴとの通信に対応できる状態にあることを指します。 
 

 

Ｐｔｓｔ（Ｐｏｉｎｔ ｔｅｓｔ）：加入者線路試験部接続状態 
 

 

Ｐｔｓｔ＝１はＬＰＭが加入者線路試験対応の状態にあることを指します。 
 

 

Ｐａｃｏｎ（Ｐｏｉｎｔ ａｃ ｏｎ）：ローカルパワー供給状態 
 

 

Ｐａｃｏｎ＝１はＬＰＭがローカルパワーを利用している状態を指します。 
 

 

Ｐａｃｏｆｆ（Ｐｏｉｎｔ ａｃ ｏｆｆ）：ローカルパワー非供給状態 
 

 

Ｐａｃｏｆｆ＝１はＬＰＭがローカルパワーを利用していない状態を指します。 
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Ｔ０タイマ状態 

 

 

前述のＣＲＤｃｏｍＯＮを“１”、にするか否かを決定するタイマです。ＬＰＭは本タイマ

動作中に受信している信号がＳＩＧ３からＳＩＧ１に遷移した場合、ＣＲＤｃｏｍＯＮ＝１と

し、それ以外ではＣＲＤｃｏｍＯＮ＝０です。本タイマのタイマ値は１５０ｍｓ±１０％とし

ます。 

 

ＣＯＮＴＯＮ（ＣＯＮＴｒｏｌ ＯＮ）：Ｐｃｏｍ／Ｐｔｓｔ制御部状態 
 

 

ＣＯＮＴＯＮ＝０はＰｃｏｍ及びＰｔｓｔの値を決定するための制御を行っていない状態を

指します。このとき恒等的にＰｃｏｍ＝１、Ｐｔｓｔ＝０です。 

ＣＯＮＴＯＮ＝１はＰｃｏｍ及びＰｔｓｔの値を決定するための制御を行っている状態を指

します。 

 

ＴＤタイマ状態 
 

 

本タイマ動作中の間、ＬＰＭはＬＰＤＩ＝１を送信します。

本タイマのタイマ値は１００ｍｓ以下とします。 

 

（３）ＬＰＭに対するイベントを表す記号 
 

 

ＳＡＣＯＮ（Ｓｔａｔｅ ＡＣ  ＯＮ）：ローカルパワー状態 
 

 

ローカルパワーオンのときＳＡＣＯＮ＝１、ローカルパワーオフのときＳＡＣＯＮ＝０です。 
 

 

ＮＲ００ｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｒｅｖｅｒｓｅ ００ ｄｅｔｅｃｔ） 

：ノーマル・リバース極性非検出状態 
 

 

ＮＲ００ｄｅｔ＝１はＬＰＭがＳＩＧ１、ＳＩＧ３いずれの受信も認識していない状態を指

します。 

 

ＮＶｃｏｍｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｖｏｌｔａｇｅ ｃｏｍｍｕｎ ｄｅｔｅｃｔ） 

：通信部接続時ノーマル極性検出状態 
 

 

ＮＶｃｏｍｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｃｏｍ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ１の受信を認識し

ている状態を指します。 
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ＮＶｔｓｔｄｅｔ（Ｎｏｒｍａｌ Ｖｏｌｔａｇｅ ｔｅｓｔ ｄｅｔｅｃｔ） 

：加入者線路接続時ノーマル極性検出状態 
 

 

ＮＶｔｓｔｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｔｓｔ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ１の受信を認識し

ている状態を指します。 

 

ＲＶｃｏｍｄｅｔ（Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｖｏｌｔａｇｅ ｃｏｍｍｕｎ ｄｅｔｅｃｔ） 

：通信部接続時リバース極性検出状態 
 

 

ＲＶｃｏｍｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｃｏｍ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ３の受信を認識し

ている状態を指します。 

 

ＲＬｔｓｔＴＯｄｅｔ（Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｌｏｏｐ ｔｅｓｔ Ｔｉｍｅ Ｏｖｅｒ ｄｅ

ｔｅｃｔ）：加入者線路試験部接続時リバース電流継続検出状態 

 

ＲＬｔｓｔＴＯｄｅｔ＝１はＬＰＭがＰｔｓｔ＝１の状態にある場合、ＳＩＧ３の受信を８ 

～１０秒の間継続して認識した状態を指します。 



 

k１２ k１１ k１０ DMI TC２ TC１ F４ 

k９ k８ k７ 0 Q４ Q３ F３ 

k６ k５ k４ T３ T２ T１ F２ 

k３ k２ k１ ID Q２ Q１ F１ AI Ｍ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 

３ 

３ 

２ 

１ １ 

２ ２ 

１ １ 

２ ２ 

１ １ １ １ 

２ ２ ２ ２ 

 

１バーストフレーム(377bit 1.178ms) 
 

スロット(360bit)･2B+Dﾁｬﾈﾙ 
 

8bit 8bit 18bit 

 

 

 

下り

(LT → DSU) 

 
B１ 

1 
B１ 

２ 
B１ 

３ 
B１ 

４ 
B１ 

５ 
B１ 

６ 
B１ 

７ 
B１ 

８ 
Ｄ 
１ 

B２ 

１ 
B２ 

２ 
B２ 

３ 
B２ 

４ 
B２ 

５ 
B２ 

６ 
B２ 

７ 
B２ 

８ 
Ｄ 
２ 

8bit  8bit 
 

 

1bit 1bit 

 
上り

(DSU → LT ) 
 

 

 

 

 

 

注) M：バーストごとに“０”“１”交番 F１,F２,F３,F４  ：マルチフレームビット“1,0,0,0 ” *：スクランブル／デスクランブル範囲 

OFS：ＬＴフレーム同期確立表示ビット  S,Q１,Q２,Q３,Q４  ：Ｔ点インタフェース上の予備ビット  *：ＣＲＣチェック範囲 

AR：Ｔ点インタフェース起動指令ビット＊＊＊ T ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(B ch)動作中表示ビット＊＊ （ＣＲＣチェックは４フレーム分の 

DR：Ｔ点インタフェース停止指令ビット＊＊＊ T ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(B ch)動作中表示ビット＊＊ ２Ｂ＋Ｄチャネルのオリジナルデータで行う） 

AP：信号装置レディ表示ビット＊＊＊ T ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(Dch) 動作中表示ビット＊＊ **：ＤＳＵにてループ試験ビットを３段保護したあと送出される． 

AI：Ｔ点インタフェース起動表示ビット＊＊＊ ID：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２ﾀｲﾌﾟ表示ﾋﾞｯﾄ 

H ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(B ch)試験指令ビット＊＊＊  TC ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸＣ(B ch)動作中表示ビット＊＊ ***：OFS="1" のときのみ有意

H ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(B ch)試験指令ビット＊＊＊ TC ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸＣ(B ch)動作中表示ビット＊＊
 

H ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ２(Dch) 試験指令ビット＊＊＊ DMI：ＣＲＣチェック結果表示ビット (下り) 

k１～ k１２:ＣＲＣ－１２チェックビット B１(8bit)：Ｔ点インタフェース情報ビット（６４kbit/s) 

（生成多項式：X１２+X６+ X４+X+1) B (8bit)：Ｔ点インタフェース情報ビット（６４kbit/s) 

C ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸＣ(B ch)試験指令ビット＊＊＊  D：加入者線信号ビット（１６kbit/s) 

C ：ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸＣ(B ch)試験指令ビット＊＊＊
 

 

 

 
図１０．１ ＬＴ－ＤＳＵ方向およびＤＳＵ－ＬＴ方向のビット割当て 

スロット＃３ スロット＃２ スロット＃１ ＣＬﾁｬﾈﾙ ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ  

 
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ P 

(1bit) 

スロット＃20 スロット＃19 

k１２ k１１ k１０ S C２ C１ F４ 

k９ k８ k７ AP DR AR F３ 

k６ k５ k４ H３ H２ H１ F２ 

k３ k２ k１ AP DR AR F１ OFS ０ Ｍ ０ ０ ０ ０ ０ 1 

-
 
4
4 

- 
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表10.1 LT - DSU 方向の信号フレーム構成 

SIGs 方向 ﾌﾚｰﾑ 

LT- DSU  方向の CL チャネル 2B+D 

 

ﾁｬﾈﾙ OFS MFW AR DR AP H1,H2.H3 S CRC C1 C2 

SIG 4 DSU ← LT av. “ 0” “ 0” “ 0” “ 0” “ 0” “ 0, 0, 0” “ 0” “ 0” “ 0” “ 0” t.p. 

SIG 6 DSU ← LT av. “ 1” av. （注 1） “ 0” “ 0” “ 0, 0, 0” 

inop 

av. “ 0” “ 0” 

Inop 

（注 2） （注 2） 

SIG 7 DSU ← LT av. “ 1” av. （注 1） “ 0” “ 1” “ 0, 0, 0” 

Op 

av. “ 0” “ 0” op. 

（注 2） 

SIG 9 DSU ← LT av. “ 1” av. “ 0” “ 0” 

“ 0” ／“ 1” 

“ 1, 1, 1” 

Op 

av. “ 0” “ 0” op. 

（注 4） （注 2） 

SIG 13 
DSU ← LT av. “ 1” av. “ 0” “ 1” “ 0” “ 0, 0, 0” 

Inop 

av. “ 0” “ 0” 

Inop 

（注 3） （注 2） （注 2） 

SIG 15 
DSU ← LT av. “ 1” av. “ 0” “ 0” “ 0” “ 0, 0, 0” 

Inop 

av. “ 0” “ 0” 

Inop 

（注 3） （注 2） （注 2） 

略号 av ：有効 t.p. ：ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ inop ：無効情報 op：有効情報

注１ FE 1 受信時 AR＝1 とし、FE 1 未受信時 AR=0 とします 

注２ V1 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ を通過したDSU 方向の ﾃﾞｰﾀ が無効な場合

注３ 本信号はﾈｯﾄﾜｰｸｵﾌﾟｼｮﾝ 

注４  LT に具備されるﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 ﾀｲﾌﾟの ｻﾎﾟｰﾄ 機能を示します 

 
 

表10.2 DSU - LT 方向の信号フレーム構成 

SIGs 方向 ﾌﾚｰﾑ 
LT- DSU  方向の CL チャネル 2B+D 

ﾁｬﾈﾙ 
AI MFW T1,T2,T3 DMI Q1,Q2.Q3,Q4 CRC TC1 TC2 ID 

SIG 5 DSU → LT av. “ 0” “ 0” “ 0, 0, 0” “ 0” ｵｰﾙ“ 0” “ 0” “ 0” “ 0” “ 0” t.p. 

SIG 8 DSU → LT av. “ 1” av. “ 0, 0, 0” av. ｵｰﾙ“ 1” av. “ 0” “ 0” 

“ 0” / “ 1” 

ｵｰﾙ“ 1” 

（注） 

SIG 10 DSU → LT av. “ 1” av. “ 1, 1, 1” av. op . av. “ 0” “ 0” 

“ 0” / “ 1” 

op. 

（注） 

SIG 11 DSU → LT av. “ 1” av. “ 0, 0, 0” av. op . av. “ 0” “ 0” 

“ 0” / “ 1” 

op. 

（注） 

SIG 12 DSU → LT av. “ 0” av. “ 1, 1, 1” av. ｵｰﾙ“ 1” av. “ 0” “ 0” 

“ 0” / “ 1” 

ｵｰﾙ“ 1” 

（注） 

SIG 14 DSU → LT av. “ 0” av. “ 0, 0, 0” av. ｵｰﾙ“ 1” av. “ 0” “ 0” 

“ 0” / “ 1” 

ｵｰﾙ“ 1” 
（注） 

略号 av ：有効 t.p. ：ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ op：有効情報

注 DSU に具備されるﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ 2 の ﾀｲﾌﾟを表示します 
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NG ｶｳﾝﾀが 6 のとき

状態遷移 

NG ｶｳﾝﾀ=6 

この状態に入ったとき 

OK/NG ｶｳﾝﾀは０ｸﾘｱ 

OK ｶｳﾝﾀ=0 

NG ｶｳﾝﾀ=0 

 

 
同期引込み 

 

 

 

 
ﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが検出されたとき

状態遷移 OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

OK ｶｳﾝﾀ+1 

 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されたとき 

OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

OK ｶｳﾝﾀ+1 

 
正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されなかったとき

NG ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されなかったとき 

状態遷移 

 
同期確立中 同期確立中 

OK ｶｳﾝﾀが 12 のとき

状態遷移 

 

 
正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞ 

が検出されたとき 

OK ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

OK ｶｳﾝﾀ+1 

NG ｶｳﾝﾀ+1  
 

 

 

 
 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されなかったとき 

状態遷移 

NG ｶｳﾝﾀを 1 ｱｯﾌﾟ 

 

OK ｶｳﾝﾀ=12 

 

 
同期状態 

この状態に入ったとき 

OK/NG ｶｳﾝﾀは０ｸﾘｱ 
 

正規の位置にﾌﾚｰﾑﾜｰﾄﾞが

検出されたとき OK/NG ｶ

ｳﾝﾀは０ｸﾘｱ 

OK ｶｳﾝﾀが３のとき

状態遷移 

OK ｶｳﾝﾀ=3 

 

 

：フレーム同期状態 

：フレーム同期外れ状態 

 

図１０．２ フレーム同期方法 

NG ｶｳﾝﾀ+1 



 

 

 

 

 

 
 

８００Ｔ 

 

 

 
 

ＬＴ ２W ﾎﾟｰﾄ 

 

 

 

 

 
 

ＤＳＵ ２W ﾎﾟｰﾄ 
 

３７７Ｔ ３７７Ｔ ７～４０Ｔ 
 

↑  ↑  ↑ ０～

１６Ｔ（－０．２５Ｔ） ６～７Ｔ（＋０．２５Ｔ） ０～１６Ｔ 

 

Ｔ＝３．１２５μｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１０．３ ＬＴ－ＤＳＵ方向のフレームとＤＳＵ－ＬＴ方向のフレームの間の相対位置関係 

 

 

３７７Ｔ 

 

 

３７７Ｔ 

入力フレーム 

出力フレーム 

出力フレーム 

入力フレーム 

入力フレーム 

出力フレーム 

-
 
4
7 

- 
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表１０．３ 起動／停止手順に関する機能要素の定義 
 

 

ＦＥｓ 

 

方  向  

 

内 容 

 

ＦＥ １ 

 

ＬＴ←ＥＴ 

 

ラインシステム及び参照点Ｔインタフェース起動要求 

 

ＦＥ ２ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

起動開始表示 

 

ＦＥ ３ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

ラインシステム起動完了表示 

 

ＦＥ ４ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

Ｔインタフェースまたはループバック起動完了表示 

 

ＦＥ ５ 

 

ＬＴ←ＥＴ 

 

ラインシステム及び参照点Ｔインタフェース停止要求 

 

ＦＥ ６ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

ラインシステム及びＴインタフェース停止表示 

 

ＦＥ ７ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

フレーム同期外れまたはラインシステム異常表示 

 

ＦＥ ８ 

 

ＬＴ←ＥＴ 

 

ループバック２起動要求 

 

ＦＥ ９ 

 

ＬＴ←ＥＴ 

 

ループバック１起動要求 

 

ＦＥ１２ 

 

ＬＴ→ＥＴ 

 

Ｔインタフェースにおけるフレーム同期外れ、またはＤＳＵイ 

ンタフェースでのループバック信号フレーム同期外れ 

 

ＦＥ１３ 

 

ＬＴ←ＥＴ 

 

参照点Ｔに対するＩＮＦＯ４送信許可 

（注） 

 
 

（注）第２分冊 表６．３（注３）を参照 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

k12 

 

 

 
k1～k12 はマルチフレームのデータから生成されるＣＲＣ－１２ビット 

 

 

 
図１０．４ ＣＲＣ－１２生成回路例 

データ 
入力 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 1 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 2 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 3 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 4 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 5 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 6 

clear 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 7 

clear ・・・・ 

ﾚｼﾞｽﾀ 

ｾﾙ 12 

clear 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 

開始 
 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ 

終了 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable 

ﾗｯﾁ 
enable ・・・・ 

ﾗｯﾁ 
enable 

k11 k10 k9 k8 k7 k6 k1 

-
 
4
9 

- 
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（スクランブリング回路例） 
 

データ入力 

 

 

データ出力 

 

 

 

 
 

１ フレームの先頭で（ ）の値が初期値としてセットされます 

 

 

 
（スクランブリングパタン） 

 

 

ﾜｰﾄﾞ内 j ﾋﾞｯﾄ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ﾌﾚｰﾑ 内

n ﾜｰﾄﾞ 

0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 

1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 

2 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 

3 1 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 1 

4 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 

5 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 

6 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 

7 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 0 

8 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 

9 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 

10 0 0 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 

11 0 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 

12 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 

13 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 

14 1 0 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 

15 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 

16 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 

17 1 0 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 1 0 

18 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1 

19 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 

2B+D   チャネル   のオリジナルデータと上記スクランブリングパタンの排他的論理和が伝送路送出パタンと

なります。 

図１０.５ スクランブリングパタン 

（"0"） （"1"） （"1"） （"0"） （"1"） （"0"） （"0"） （"0"） （"0"） 

X-1 X-1 X-1 X-1 X-1 X-1 X-1 X-1 X-1 



- 51 -  

 
 

 

 

 
 



- 52 -  

INFO 0 

INFO 0 

INFO 1 

INFO 2 

INFO 3 

INFO 4 
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INFO 0 
 

SIG 0, 2b 
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FE 2(注2) 
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SIG 6 FE 3 
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INFO 3 

SIG 8 

FE 4 

 
FE 13 

SIG 7 

INFO 4 
SIG 11 

 

注１ ＤＳＵ（タイプＡ）ＳＩＧ２ａ送信、 ＤＳＵ（タイプＢ）ＳＩＧ２ｂ送信 。                                                                                                                                                        
注２ ＳＩＧ２ａ受信時のみ送信されます。 

 

図１０．８ 網側からの起動 
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注３ ネットワークオプション                                                    
注４ ＤＳＵ（タイプＢ）のみ 
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（注4) 
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LT(ﾀｲﾌﾟA) ET 

 

図１０．９（A） ＤＳＵとＬＴ（タイプＡ）対向時のユーザ側からの起動 
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注１ ＤＳＵ(タイプＡ）ＳＩＧ２ａ送信、 ＤＳＵ(タイプＢ）ＳＩＧ２ｂ送信                                                                                                                                            

注３ ネットワークオプション 

注４  ＤＳＵ(タイプＢ)のみ 

 

SIG 14 
 

 

SIG 8 
 

 

 

 

 

 
SIG 11 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

FE 13 

FE 3 
 

 

 

 

 
FE 4 

 

図１０．９（B） ＤＳＵとＬＴ（タイプＢ）対向時のユーザ側からの起動 
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注4 ＤＳＵ(タイプＢ)のみ 
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図１０．１０ 網側からの停止 
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SIG 10(ID=0) 
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TE DSU LT ET 

注１ ＤＳＵ（タイプＡ）ＳＩＧ２ａ送信、 ＤＳＵ（タイプＢ）ＳＩＧ２ｂ送信
注２ ＳＩＧ２ａ受信時のみ送信される。 

 

 

 
図１０．１１ 基本ループバック２の起動（ＩＤが２進“０”である時） 
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DSU 
 

 

T0ｽﾀｰﾄ 
（注4) 
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（注4) 
 

 

 

 

 

信、
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図１０．１２ 拡張ループバック２の起動（Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３及びＩＤが２進“１”である時） 
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注１    ＤＳＵ（タイプＡ）ＳＩＧ２ａ送信、 ＤＳＵ（タイプＢ）ＳＩＧ２ｂ送信

注２ ＳＩＧ２ａ受信時のみ送信される。 

 

 

 

 

図１０．１３ 拡張ループバック２提供ＤＳＵと基本ループバック２提供ＬＴ対向時

ループバック２の起動 
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注１  ＤＳＵ（タイプＡ）ＳＩＧ２ａ送信、 ＤＳＵ（タイプＢ）ＳＩＧ２ｂ送信
注２ ＳＩＧ２ｂ受信時のみ送信される。 

 

図１０．１４ 基本ループバック２提供ＤＳＵと拡張ループバック２提供ＬＴ対向時

ループバック２の起動 

INFO 0 

INFO 0 
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加入者線路試験中（表10.6B参照） 

TE DSU(ﾀｲﾌﾟB) LT 

 
SIG 1またはSIG 3 
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SIG 0,2b 

 

 

加入者線路試験 
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図１０．１５ 加入者線路試験の起動 
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表１０．４ 状態遷移表 （ＤＳＵ（タイプA）） 

 
 

状態番号 ＮＴ １．０ ＮＴ １．１ ＮＴ １．２ ＮＴ １．３ ＮＴ １．４ ＮＴ １．５ ＮＴ １．６ ＮＴ １．７ ＮＴ １．８ ＮＴ ２．１ ＮＴ ２．２ ＮＴ ２．３ 

  
停止 

伝送路起動 Ｔ点 起動 Ｔ点起動確立 停止制御 ループバック２ 

起動 

ループバック２ ループバック２ 

状態名  初期化開始 初期化終了

または 

DSU 側伝送路 

同期確立 

DSU ← LT 

 
または 

 
LT 側

起動中 

伝送路起動確立

DSU ← LT 

DSU → LT 
 

Ｔ点起動初期化 

TE ← DSU 

 

または

DSU T 点同期

はずれ 

Ｔ点同期確立 

 

TE ← DSU 

TE → DSU 

 Ｔ点停止中 伝送路停止中 伝送路同期確立

DSU ← LT 

DSU → LT 

 
 

起動確立 停止中 

   DSU 側 

起動中 

    ループバック２ 

起動初期化 

  

 

 

 

事象 

送信ＳＩＧ ＳＩＧ ２ｂ 
 

ＳＩＧ ０ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ ０ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ ０ 

ＳＩＧ 

ＳＩＧ 

２ａ 

５ 

ＳＩＧ 

ＳＩＧ 

２ａ 

１４ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ ８ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ １１ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ ８ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ １４ 

ＳＩＧ 

ＳＩＧ 

２ａ 

１２ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ １０ 

ＳＩＧ ２ａ 
 

ＳＩＧ ８ 

送信 INFO ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ２ ＩＮＦＯ ４ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ ＩＮＦＯ ０ 

内部状態 Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ２ （注１） Ｇ３ Ｇ４ Ｇ４ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ 

INFO 1 受信 ＮＴ １．１ － － － － ／ ／ － － － － － 

ＳＩＧ ３ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ － － － － － － － － － － 

ＳＩＧ ４ － － ＮＴ １．３ 

(注2) 

－ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ ＮＴ １．３ 

ＮＴ１伝送路同期 

DSU← LT 

／ ／ ＮＴ １．３ － － － － － － － － － 

ＳＩＧ ６ ／ ／ ／ ＮＴ １．４ － － ＮＴ １．５ ／ 

(注 3) 

／ 

(注 3) 

| 

(注4) 

| 

(注4) 

| 

(注4) 

INFO 3 受信 ／ ／ ／ ／ ＮＴ １．５ － － － － ／ ／ ／ 

ＳＩＧ ７ ／ ／ ／ ／ － ＮＴ １．６ － | 

(注 3) 

| 

(注 3) 

| 

(注4) 

| 

(注4) 

| 

(注4) 

ＳＩＧ １ － － ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ ＮＴ １．０ 

ＳＩＧ １３ ／ ／ ／ ＮＴ １．８ ＮＴ １．８ ＮＴ １．７ ＮＴ １．７ － － | 

(注5) 

| 

(注5) 

| 

(注5) 

ＳＩＧ ９ ／ ／ ／ ＮＴ ２．１ | 

(注6) 

| 

(注6) 

| 

(注6) 

| 

(注6) 

| 

(注6) 

－ － ＮＴ ２．１ 

DSU ﾙｰプバｯｸ 

２ 起動確立 (注 7) 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ＮＴ ２．２ － ／ 

ＳＩＧ １５ ／ ／ ／ | | | | | － ＮＴ １．８ ＮＴ ２．３ － 

DSU ﾙｰプバｯｸ 

２ 停止 (注 8) 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ＮＴ ２．１ ＮＴ １．８ 

INFO 0 受信 － ＮＴ １．０ － － － ＮＴ １．４ 

(注 9) 

ＮＴ １．４ 

(注 9) 

ＮＴ １．８ 

(注 9) 

－ － － － 

DSUT 点同期はず 

れ TE → DSU 

／ ／ ／ ／ － ＮＴ １．４ ＮＴ １．４ ＮＴ １．８ － － － － 

ＳＩＧ ０ 

(注10) 

－ － － ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 

DSU 伝送路 

同期はずれ 

／ ／ － ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ ＮＴ １．２ 

-
 
5
9 

- 



 

 

凡例：「／」；不可能なイベント 

「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

「－」；状態変化なし 

 

注１） Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（第２分冊 表６．３を参照して下さい）。注

２） この場合ＳＩＧ４受信は伝送路受信同期確立と同等の事象です。 

注３） 本受信信号のＡＲビットが“1 ”ならばＮＴ１．４に遷移し、“0 ”ならば本状態を保持します。 

注４） 本受信信号のＡＲビットが“1 ”ならばＮＴ１．４に遷移し、“0 ”ならばＳＩＧ１５を受信した場合と同様の状態に遷移

します。 

注５） 本信号を受信した場合、ＳＩＧ１５を受信した場合と同様の状態に遷移します。

注６） 本信号を受信した場合、ＮＴ２．１の状態に遷移します。 

注７） ＤＳＵがループバック信号に対してフレーム同期確立の状態注

８） ＤＳＵがループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

注９） 実現上のオプションとして、本事象はＴ点同期外れと同等の動作に統合されることもあります。 

注10） 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＤＳＵ間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されることもあります。 
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表１０．５ 状態遷移表 （ＬＴ） 

 
 

状態番号 LT 1.0 LT 1.1 LT 1.2 LT 1.3 LT 1.4 LT 1.5 LT 1.6 LT 1.7a LT 1.7b LT 1.8a LT 1.8b 

 
 

状態名 

 

停止 
伝送路起動 

(ﾀｲﾏT1動作中） 
T点起動 

(ﾀｲﾏT1動作中） 
T点起動確立

(ﾀｲﾏT1停止) 

停止中 
 

(ﾀｲﾏT2 

動作中) 

T点同期はずれ TE→DSU 
(ﾀｲﾏT1動作中） 

伝送路障害時 
(ﾀｲﾏT1動作中） 

初期化終了 起動中 伝送路同期中

DSU←LT 

DSU→LT 

Ｔ点同期確立

TE←DSU 

TE→DSU 

LT 1.5 
状態移行前 

LT 1.5 
状態移行後 

伝送路同

期はずれ 

伝送路ｼｽﾃﾑ 

誤動作 

T点起動初期化 

TE←DSU  

 

事象 

送信FE FE 6  FE 2 FE 3 FE 4 FE 4  FE 12 FE 12 FE 7 FE 7 

送信SIG SIG 1 
SIG 0 

SIG 3 
SIG 4 

SIG 3 
SIG 4 

SIG 3 
SIG 6 

SIG 3 
SIG 6 

SIG 3 
SIG 7 

SIG 1 
SIG 0 

SIG 3 
SIG 6 

SIG 3 
SIG 7 

SIG 3 
SIG 4 

SIG 1 
SIG 0 

内部状態 G1 G1 G1 G2 （注1） G3 G4 （注1） G2 G1 G1 

FE 1 LT 1.1 － － － － － ｜ － － － － 

SIG 2a LT 1.2 LT 1.2 － － － － － － － LT 1.2 LT 1.2 

SIG 5 ／ ／ LT 1.3 
（注2） 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

伝送路同期確立 
DSU→LT 

／ ／ LT 1.3 － － － － － － ／ ／ 

SIG 8 ／ ／ ／ LT 1.4 － ／ － LT 1.4 ／ ／ ／ 

FE 13 ｜ ｜ ｜ ｜ LT 1.5 － － LT 1.7b － － － 

SIG 11 ／ ／ ／ ／ ／ － － ／ LT 1.5 ／ ／ 

FE 5 － LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 － LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 

ﾀｲﾏT1終了 
(注6) 

／ － － － － － LT 1.0 － － － － 

ﾀｲﾏT2終了 
(注3) 

／ ／ ／ ／ ／ ／ LT 1.0 ／ ／ ／ ／ 

FE 8 LT 2.1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

SIG 12 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／ 

SIG 10 ／ ／ ／ ／ ／ ／ － ／ ／ ／ ／ 
SIG 14 ／ ／ ／ － LT 1.7a LT 1.7b － － － ／ ／ 

SIG 0 
(注3) 

－ － － LT 1.8a LT 1.8a LT 1.8a － LT 1.8a LT 1.8a － － 

伝送路同期はずれ 
DSU→LT 

／ ／ ／ LT 1.8a LT 1.8a LT 1.8a － LT 1.8a LT 1.8a － － 

SIG 2b ﾀｲﾌﾟA － LT 1.8a （注5） （注5） （注5） （注5） － （注5） （注5） （注5） － 

ﾀｲﾌﾟB － LT1.2 － － － － － － － － － 

-
 
6
1 

- 



 

表１０．５ 状態遷移表 ＬＴ（続き） 

 
 

状態番号 LT 2.1 LT 2.2 LT 2.3 LT 2.4 LT 2.5 LT 2.6 LT 2.7 

 
 

状態名 

伝送路起動 
(ﾀｲﾏT1動作中） 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動中 
(ﾀｲﾏT1動作中) 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 

起動確立(ﾀｲ

ﾏT1停止) 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 

異常 

(ﾀｲﾏT1動作中) 

伝送路異常 
(ﾀｲﾏT1動作中） 

初期化終了 起動中 伝送路同期中

DSU←LT 

DSU→LT 
 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 

起動初期化 

伝送路同

期はずれ 

伝送路ｼｽ

ﾃﾑ誤動作 

 

事象 

送信FE FE 6 FE 2 FE 3 FE 4 FE 12 FE 7 FE 7 

送信SIG SIG 3 
SIG 4 

SIG 3 
SIG 4 

SIG 3 
SIG 9 

SIG 3 
SIG 9 

SIG 3 
SIG 9 

SIG 3 
SIG 4 

SIG 3 
SIG 4 

内部状態 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 
FE 1 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 
SIG 2a LT 2.2 － － － － － LT 2.2 

SIG 5 ／ LT 2.3 
（注2） 

／ ／ ／ LT 2.3 
（注2） 

／ 

伝送路同期確立 
DSU→LT 

／ LT 2.3 － － － LT 2.3 ／ 

SIG 8 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
FE 13 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

SIG 11 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

FE 5 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 LT 1.6 

ﾀｲﾏT1終了 
(注6) 

－ － － － － － － 

ﾀｲﾏT2終了 
(注3) 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

FE 8 － － － － － － － 

SIG 12 ／ ／ － LT 2.5 － ／ ／ 
SIG 10 ／ ／ LT 2.4 － LT 2.4 ／ ／ 

SIG 14 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

SIG 0 
（注4) 

－ － LT 2.6 LT 2.6 LT 2.6 － － 

伝送路同期はずれ 
DSU→LT 

／ ／ LT 2.6 LT 2.6 LT 2.6 － － 

SIG 2b ﾀｲﾌﾟA LT 2.7 LT 2.7 LT 2.7 LT 2.7 LT 2.7 LT 2.7 － 
ﾀｲﾌﾟB LT 2.2 － － － － － － 

-
 
6
2 

- 



 

凡例：「／」；不可能なイベント 

「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

「－」；状態変化なし 

 

注１ Ｇ２からＧ３への状態遷移中の状態（第２分冊 表６．３を参照してください） 注

２ この場合、ＳＩＧ５受信は伝送路受信同期確立と同等の事象です 

注３ 実現上のオプションとして、タイマの終了はＥＴレイヤ１の追加ＦＥにより通知されることもあります 

注４ 実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－DSU間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されることもあります 

注５ 最終ＦＥ５受信後に、ＦＥ１が受信されているならばＬＴ １．８ａに遷移し、そうでなければ１．８ｂに遷移します

注６ タイマＴ１はＥＴ側のタイマです。従って、タイマＴ１の起動、停止、満了はＥＴ側が行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

- 63 - 



 

表１０．６ 状態遷移表 DSU（ﾀｲﾌﾟB） 

 
 

 LPM状態 0-0 0-1 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 
 注19 ﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄ直後 

加入者線極性未検出 
停止 発信開始 LT識別開始 通信中 

LTﾀｲﾌﾟB 対向 
ﾀﾞﾐー抵抗接続 
LTﾀｲﾌﾟA対向認識 

通信中 
LTﾀｲﾌﾟA 

発信SW-OFF 
LPDI=1送出 

Pcom／Ptst制御 CONTON / 0 1 1 1 1 1 1 1 

発信SW CNLcomON / 0 0 1 1 1 1 1 0 

ダミー抵抗 CRDcomON / 0 0 0 0 0 1 1 0 
通信部への接続 Pcom ON ON ON ON ON ON ON ON ON 

加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon OFF ON ON ON ON ON ON ON ON 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF 
INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI / 0 0 0 0 0 0 0 1 

U点入出力部起動 UAR / 0 0 0 1 1 0 1 0 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 0-1 － － － － － － － － 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 － 0-0 0-0 注14 0-0 注14 表Ａ参照 注21 表Ａ参照 注21 0-0 注14 表Ａ参照 0-0 注14 
発信要求 LPAR=1 / － 1-2 － － － － － － 

ノーマル極性検出（SIG1） 
通信部 

NVcomdet=1 
RVcomdet=0 

/ 1-1 － － 1-5 
T0停止 

1-7 
TD開始 

－ 1-7 
TD開始 

－ 

リバース極性検出（SIG3） 
通信部 

NVcomdet=0 
RVcomdet=1 

/ 2-1 2-1 1-3 
T0開始 

表Ａ参照 
注21 

表Ａ参照 
注21 

1-6 表Ａ参照 | 

ノーマル極性検出（SIG1） 
加入者線路試験部 

NVtstdet=1 
RLtstTOdet=0 

/ / / / / / / / / 

リバース電流検出（SIG3）注11 
加入者線路試験部 

NVtstdet=0 
RLtstTOdet=1 

/ / / / / / / / / 

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 
通信部 

NVcomdet=0 
RVcomdet=0 

/ － 3-1 
注13 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 
加入者線路試験部 

NVtstdet=0 
RLtstTOdet=0 

/ － － － － － － － － 

RDcom制御用タイマ T0終了 / / / / 1-4 / / / / 
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / / / / / / 1-1 

-
 
6
4 

- 



 

表１０．６ 状態遷移表 DSU（ﾀｲﾌﾟB）（続き） 

 
 

 LPM状態 2-1 2-2 3-1 
 通信中 

着信 
通信中 
着信 

加入者線路試験中 

Pcom／Ptst制御 CONTON 1 1 1 
発信SW CNLcomON 0 1 0 

ダミー抵抗 CRDcomON 0 0 0 
通信部への接続 Pcom ON ON OFF 

加入者線路試験部への接続 Ptst OFF OFF ON 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ Pacon ON ON ON 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ Pacoff OFF OFF OFF 

INFO1検出部ﾘｾｯﾄ LPDI 0 0 0 
U点入出力部起動 UAR 1 1 0 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾝ SACON=1 － － － 
ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ SACON=0 表A参照 表Ａ参照 表Ｂ参照 

発信要求 LPAR=1 2-2 － － 

ノーマル極性検出（SIG1） 
通信部 

NVcomdet=1 
RVcomdet=0 

1-1 1-7 
TD開始 

/ 

リバース極性検出（SIG3） 
通信部 

NVcomdet=0 
RVcomdet=1 

表A参照 表Ａ参照 / 

ノーマル極性検出（SIG1） 
加入者線路試験部 

NVtstdet=1 
RLtstTOdet=0 

/ / 0-1 

リバース電流検出（SIG3）注11 
加入者線路試験部 

NVtstdet=0 
RLtstTOdet=1 

/ / 0-1 

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 
通信部 

NVcomdet=0 
RVcomdet=0 

3-1 
注13 

3-1 
注13 

表Ｂ参照 

ノーマル・リバース非検出（SIG0a）注12 
加入者線路試験部 

NVtstdet=0 
RLtstTOdet=0 

－ － 
  

Rdcom制御用タイマ T0終了 / / / 
INFO1検出部ﾘｾｯﾄタイマ TD終了 / / / 

-
 
6
5 

- 



 

 
表A（注22） 

表１０．６Ａ 状態遷移表 DSU（ﾀｲﾌﾟB） 

LPM状態 1-3/1-4（注17),1-6,2-1,2-2 
状態番号 NT 3.2 NT 3.3 NT 3.4 NT 3.5 NT 3.6 NT 3.7 NT 3.8 NT 4.1 NT 4.2 NT 4.3 

 

状態名 

伝送路起動 T点起動 T点起動確立 停止制御 ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 
起動 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 
 

起動確立 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 
 

停止中 初期化終了 
 

または

DSU側 

起動中 

DSU側伝送路 
同期確立

DSU←LT 

または 
 

LT側 
起動中 

伝送路起動確立 
DSU←LT 
DSU→LT 

T点起動初期化
TE←DSU 

 

または 
DSU T点同期 

はずれ 

T点同期確立 
 

TE←DSU 
TE→DSU 

T点停止中 伝送路停止中 伝送路同期確立 
DSU←LT 
DSU→LT 

 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2 
起動初期化 

事象 送信SIG LPM状態1-3/1-4（注17),2-1,2-2 SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b SIG 2b 
LPM状態1-6 SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a SIG 2a 

 SIG 0 SIG 5 SIG 14 SIG 8 SIG 11 SIG 8 SIG 14 SIG 12 SIG 10 SIG 8 
送信INFO INFO 0 INFO 0 INFO 2 INFO 2 INFO 4 INFO 0 INFO 0 INFO 0 INFO 0 INFO 0 

内部状態 
LPMを除く 

G1 G1 G2 （注1） G3 G4 G4 G1 G1 G1 

INFO 1 受信  － 
注20 

－ 
注20 

－ 
注20 

／ ／ － 
注20 

－ 
注20 

－ － － 

SIG 4 NT 3.3 
（注2） 

－ NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 NT 3.3 

DSU伝送路同期 
DSU←LT 

NT 3.3 － － － － － － － － － 

SIG 6 ／ NT 3.4 － － NT 3.5 ／ 
（注3） 

／ 
（注3） 

｜ 
（注4） 

｜ 
（注4） 

｜ 
（注4） 

INFO 3 受信  ／ ／ NT 3.5 注15 － － － － ／ ／ ／ 

SIG 7 ／ ／ － NT 3.6 － ｜ 
（注3） 

｜ 
（注3） 

｜ 
（注4） 

｜ 
（注4） 

｜ 
（注4） 

SIG 13 ／ NT 3.8 NT 3.8 NT 3.7 NT 3.7 － － ｜ 
（注5） 

｜ 
（注5） 

｜ 
（注5） 

SIG 9 ／ NT 4.1 ｜ 
（注6） 

｜ 
（注6） 

｜ 
（注6） 

｜ 
（注6） 

｜ 
（注6） 

－ － NT 4.1 

DSU 
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動確立 
（注7） 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ NT 4.2 － ／ 

SIG 15 ／ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ － NT 3.8 NT 4.3 － 
DSU 
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2停止 
（注8） 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ － NT 4.1 NT 3.8 

INFO 0 受信  － － － NT 3.4 
（注9） 

NT 3.4 
（注9） 

NT 3.8 
（注9） 

－ － － － 

DSU T点同期はずれ 
TE→DSU 

／ ／ － NT 3.4 NT 3.4 NT 3.8 － － － － 

SIG 0（注10） － NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 
DSU 伝送路 
同期はずれ 

－ NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 NT 3.2 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 注16 
 

-
 
6
6 

- 



 

表１０．６Ｂ 状態遷移表 DSU（ﾀｲﾌﾟB） 
表B 
LPM状態 3-1 

状態番号 NT 5.1 NT 5.2 

 
 

状態名 

加入者線路試験中 加入者線路試験中 

事象 送信SIG SIG 
SIG 

2a 
0 

SIG 
SIG 

2b 
0 

送信INFO INFO 0 INFO 0 

内部状態 
LPMを除く 

G1 G1 

INFO 1 受信 － － 

SIG 3  注23 NT 5.1 

SIG 4  ／ ／ 

DSU伝送路同期 
DSU←LT 

／ ／ 

SIG 6  ／ ／ 

INFO 3 受信 ／ ／ 

SIG 7  ／ ／ 

SIG 13  ／ ／ 

SIG 9  ／ ／ 

DSU 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2起動確立 
（注7） 

／ ／ 

SIG 15  ／ ／ 

DSU 

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ2停止 
（注8） 

／ ／ 

INFO 0 受信 － － 

DSU T点同期はずれ 
TE→DSU 

－ － 

SIG  0（注10） － － 

SIG 0a  NT 5.2 － 

DSU  伝送路 
同期はずれ 

／ ／ 

ﾛｰｶﾙﾊﾟﾜｰｵﾌ 注16 注18 

-
 
6
7 

- 
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凡例：「／」；不可能なイベント 

「｜」；レイヤサービスの定義により存在しない 

「－」；状態変化なし 

 

注１）Ｇ２からからＧ３への状態遷移中の状態（第２分冊 表６．３を参照してください） 

注２）この場合ＳＩＧ４受信は伝送路受信同期確立と同等の事象です 

注３）本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ３．７、ＮＴ３．８、ＮＴ３．９はＮＴ３．４に遷移し、“０”ならば本状

態を保持します。 

注４）本受信信号のＡＲビットが“１”ならばＮＴ３．４の状態に遷移し、“０”ならばＳＩＧ５を受信した場合と同等の状態

に遷移する。ただし、ＬＰＭ状態は遷移しません。 

注５）本信号を受信した場合、ＳＩＧ１５を受信した場合と同等の状態に遷移します。 

注６）本信号を受信した場合、ＮＴ４．１の状態に遷移します。ただし、ＬＰＭ状態は遷移しません。

注７）ＤＳＵがループバック信号に対してフレーム同期確立の状態 

注８）ＤＳＵがループバック信号に対してフレーム同期はずれの状態 

注９）実現上のオプションとして、本事象はＴ点同期外れと同等の動作に統合されることもあります。 

注１０）実現上のオプションとして、本事象はＬＴ－ＤＳＵ間の伝送路同期外れと同等の動作に統合されることもあります。

注１１）ＳＩＧ３が８～１０sec継続した場合に限ります。 

注１２）ＳＩＧ０ａが２００msec程度継続した場合に限ります。

注１３）ＬＰＭ状態３－１のＮＴ５．２に遷移します。 

注１４）ＬＰＭ状態１－１、１－２、１－５、１－７はローカルパワーオフの場合、それぞれＮＴ１．０、ＮＴ１．１、ＮＴ１． 

１、ＮＴ１．０に遷移するか或いはローカルパワーオフ状態に遷移します。 

注１５）ＬＰＭ状態が２－１の場合、 ＩＮＦＯ３受信時にＬＰＭ状態は２－２に遷移する場合があります。 

注１６）表１０．４中の状態ＮＴ１．０、ＮＴ１．＊（＊はパワー断前の数値と同じ)またはローカルパワーオフ状態のいずれ

でもかまいません。 

注１７）状態１－３／１－４はＬＰＭ内Ｔ０タイマ動作中の場合、ＬＰＭ状態１－３、Ｔ０タイマ停止の場合はＬＰＭ状態１－ 

４であることを表します。 

注１８）ＮＴ１．０またはローカルパワーオフ状態に遷移します。

注１９）ＤＳＵ（タイプＡ）に遷移する場合は表１０．４参照。 

注２０）ＬＰＭ状態が２－１の場合、ＬＰＭ状態は２－２に遷移します。 

（１－３／１－４、１－６、２－２についてはＬＰＭ状態は保持されます。） 

注２１）Ｔ０タイマ動作中の場合、ＬＰＭ状態は１－３、Ｔ０タイマ停止中の場合、ＬＰＭ状態は１－４。

注２２）本表中のローカルパワーオフを除くイベントに対してＬＰＭ状態は変化しません。 

注２３）ＳＩＧ３が８～１０sec継続した場 
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１０.１１ ジッタ 

ジッタ許容量は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の制限が加入者伝送路上の伝送システムのジッタ限界により維持

されることが保証されるように規定されます。以下で与えるジッタ制限は、伝送媒体の特性（４章参照）の範囲内で、

加入者伝送路の長さにかかわらず満足されなければなりません。またジッタ制限は、Ｂ，Ｄ，ＣＬチャネルのビット

パターンにかかわらず満足されなければなりません。なお、ジッタの測定方法については継続検討中です。 

 

１０.１１.１ ＤＳＵの入力ジッタ許容量 

ＤＳＵは試験信号にのせた３KHzから８０KHzまでの範囲内の単一周波数のジッタに対して図１０.１６に示さ

れている最大値のワンダ／ジッタの性能目標を満足しなければなりません。ＤＳＵはまた位相変化の最大速度が 

１.０ＵＩ／hourとなるところで一日につき１.０ＵＩまでのワンダを許容するという性能目標を満足すべきです。 
 

 

１０.１１.２ ＤＳＵの出力ジッタ制限 

１０.１１.１節に記述したようなＤＳＵの入力信号に重畳されたワンダ／ジッタに対して、網方向へのＤＳＵ 

の送信信号のジッタは９０KHz以下で２０dB/decade のロールオフ特性を持つハイパスフィルタを用いてジッタ

を測定したとき、０.０８３ＵＩp-p 以下でなければなりません。 

 

１０.１２ ＤＳＵとＬＴの送信部出力特性 

以下の記述は１１０Ωの負荷インピーダンスに適用されます。 
 

 
１０.１２.１ パルス振幅 

最大パルスのゼロからピークまでの公称振幅値は６Ｖとし、許容偏差は＋２０％、－１０％とします。 

 

 

１０.１２.２ パルス波形 

送信パルス波形は、振幅６Ｖ±１０％、幅１．５６μｓ±１０％の方形波を、６４０ｋｚ以下のロスは０ｄＢ、

６４０ｋＨｚ以上は１２ｄＢ／octaveのロールオフ特性を持つローパスフィルタを使って整形しなければなりま

せん。整形後のパルス波形は図１０.１６のパルスマスクに合致しなければなりません。 
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１０.１２.３ 信号電力 

平均信号電力は１４.５～１７.１dBm の間とします。 
 

 

１０.１２.４ 電力スペクトル 

電力スペクトル密度の上限は図１０.１７のテンプレート内とします。 
 

 

１０.１２.５ 送信部信号の非線型性 

これは理想パルス波高からの偏差を測定することであり、個々のパルスの非線型性を測定することです。正と

負のパルス波高の間の偏差は５％未満とします。 

 

１０.１３ 送信部／受信部の終端 
 

 

１０.１３.１ インピーダンス 

a) ＤＳＵあるいはＬＴを見込んだ公称入力インピーダンスはそれぞれ１１０Ωとします。 

b) ＤＳＵあるいはＬＴを見込んだ公称出力インピーダンスはそれぞれ、パルスを駆動するときは１１０Ω以

下とし、パルスを駆動しないときは１１０Ωとします。 

 

１０.１３.２ 不整合減衰量 

パルスを駆動しないときのインピーダンスの最小不整合減衰量は図１０.１８のテンプレートに示されている

ものより大きいとします。 

 

１０.１３.３ 縦電流減衰量 

最小縦電流減衰量は図１０.１９のテンプレートに示されているものより大きいとします。 
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（測定条件） 

  １．Ａ点からのナイキスト周波数の正弦波（＋２１２dBm)とＯＳＣからの１６０＋ΔkHz（Δ＝１～５の 

範囲内）の正弦波のレベルがＣ点において等しくなるようにＡＴＴを調整します。このときのＡＴＴの 

値を０dBとします。 

    次にＡＴＴの値を２０dBとしＢチャネルの６４kbit/s情報において符号誤りを測定します。 

  ２．Ａ－Ｃ間の損失は１６０kHz において５０dBとします。 

    また、Ｂ，Ｃ点におけるインピーダンスは公称１１０Ωとします。 

  ３. 符号誤り測定は本図の対向測定の他にＤＳＵをループバック２状態にして行う折り返し測定も許し 

ます。 

  

 

            付図１０  正弦波漏話余裕度測定系の例 
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              Ｔ                LI 

       ２線メタリッ ク加入者線  

  ＤＳＵ   

   

   

   

       ループバック２（一括折り返し） 

   

    ループバックＣ       ループバック２（個別折り返し） 

   

   

   

   

   

                                                 

                                                 

  （注）各折り返し試験の概要は以下のとおりです。なおループバックＣについては現在 

          未提供であり、今後提供される予定です。 
 

 
折り返し試験名    内   容  

 

 
ループバック２ B１+ B２+ D の一括折り返し CLﾁｬﾈﾙのh１,h２,h３を全て"1" にする。 

 

 
 B１, B２, D の個別折り返し CLﾁｬﾈﾙのh１,h２,h３で個別制御する。 

 

 
ループバックＣ B１, B２ の個別折り返し CLﾁｬﾈﾙのc１,c２ で個別制御する。 

 

                                             

                  付図１１  折り返し試験の概要     
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付図１２ プラグ形状（昭和６０年郵政省告示第３９９号） 

 

 

 

 

 

付図１３ ジャック形状（昭和６０年郵政省告示第３９９号） 
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            付表１    ケーブルの線路定数 

   

       ケーブル 紙絶縁ケーブル       プラスチック絶縁  

      心線径   ＣＣＰケーブル  ＰＥＦケーブル  

   ０．３２mm          ４．２４  

   ０．４mm   ４．６５   ５．４１   

 ｄ／ｒ  ０．５mm   ４．９５   ５．２７   

 （注）  ０．６５mm   ４．７０   ５．３１   

   ０．９mm   ４．３０   ５．１５     

   誘電体力率  ２．５×１０－２  ５．０×１０－４  ４．０×１０－４  

   （ｔａｎδ）     

   静電容量             ５０ｐＦ／ｍ  

   
    （注）ｄ：対間距離（中心導体の中心から中心まで） 

     ｒ：心線導体半径 
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              参考 １.  端末設備区間の伝送損失配分 

  

  

 伝送損失は、端末設備を電気通信回線設備に接続した場合、本資料 ４章『システム性能』の伝送損失を満

足するために、伝送損失を図１のように配分します。具体的には、電気通信回線設備の状況によりますが、配

線設備（分界点からＬＩまで）の伝送損失は、最大３[dB]（例 直径０.４mm構内ケーブルで約３００ｍ）まで

配分可能です。従って、配線設備はこの条件を満足するように設計する必要があります。なお、この値を満足

できない場合は、ＮＴＴ東日本の支店・営業所等に御相談ください。 
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              参考２. 構内設備の回線収容条件 

  

  構内設備の回線収容条件は、基本インタフェース用メタリック加入者線伝送方式の回線と他回線を同一ケ

ーブル内に収容する場合に、相互に影響を与えないように、ＮＴＴ東日本では表１に示す収容条件を設定し

ています。構内設備の回線収容設計にあたっては、本表の条件を満足する必要があります。 

  

  

             表１.  構内設備の回線収容設計（例） 
 

          配線種別 構内区間  

  構内ケーブル 対形屋内線  

              他回線種別 （ボタン電話用構内ｹｰﾌ゙ ﾙ） ２対 ３～６対  

  １９２kbit/s 収容制限なし（注１）    

 Ｉ （ＤＳＵよりＴＥ側）     

 ／      

 Ｓ ３２０kbit/s 収容制限なし  収容制限  

 Ｄ （ＤＳＵよりＬＴ側）   なし  

 回      

 線 １.５４４Mbit/s １つ飛びサブユニット収容    

  （ＤＳＵよりＴＥ側）         （注１）    

 バースト位相の異なる ２つ飛びサブユニット収容  収容禁止  

  高速ディジタル回線(SD-64K) （注２）         （注２）  （注２）  

  ３.２Kb/s 収容制限なし    

  ６.４Kb/s  収容制限 収容制限  

 ディジタル  カッド外収容 なし なし  

 データ回線 １２８Kb/s     

  ６４Kb/s     

   帯域品目 １つ飛びサブユニット収容    

    ４８、２４０ｋＨｚ     

 アナログ  符号品目   収容禁止  

 専用線   ５０、１００b/s     

   １つ飛びカッド収容    

   帯域品目     

     ＡＭ、ＦＭ     

  １２Kb/sベースバンド伝送 カッド外収容    

     収容制限  

 ボタン電話 ２７Kb/sベースバンド伝送   なし  

  (ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽﾎﾝ)       

  内 線 ４０Kb/sベースバンド伝送 一つ飛びサブユニット収容    

  1024Kb/sベースバンド伝送   収容禁止  

    （フルディジタル）     

（注１）Ｉ／ＳＤ回線（192kbit/s および1.544Mbit/s ）の上り・下りは同一カッド内に収容してい    

    ます。 

（注２）高速ディジタル(SD-64K)回線とＩ回線のクロック同期局が異なる場合に適用します。ただし、   

       クロック同期局が同じ場合、収容制限はありません。  
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